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番号 
62.桂川緑地離宮

前公園 
占用目的 公園 許可受者 京都市 場所 

右岸 12.2k+50m～12.8k

付近 

１．施設の概要                                (占用者作成) 

位置図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現況写真 

上流側 

 

 

 

 

 

下流側 

 

 

 

令和 3 年 

10 月 26 日撮影 

現在の 
利用形態 

・多目的広場２面、園路・修景施設 
都市計画 
の有無 

都市計画緑地：桂川緑地 488.5ha 

S46.2.5（当初） S48.2.13（変更） 

占用面積 8,085.32 ㎡ 付帯施設等 
移動式便所 １箇所 

ベンチ(固定式) ５基 

ジャンピングシーソー ２基 

許可の経緯 
＜当初許可＞ H7.3.31 

＜許可期限＞ R5.3.31 

利用者数 

 

 

平成 30 年度 49,000 人 

令和 3年度 47,000 人 

 

 

 

堤内地･ 
堤外地 

堤内地 ・ 堤防 ・ 堤外地 

周辺の 
土地利用の

状況 

・北側の隣接堤外地は，グラウンド及び農地（風致地区）。 

・南側の隣接堤外地は，緑地帯及び遊歩道。 

・上流の堤内側は，住宅市街地。 

・下流の堤内側は，桂離宮が接している。 

関連諸計画

における 
占用地の 
位置付け 

・京都都市計画（京都国際文化観光都市建設計画）において「桂川緑地」として決定されてい

る。 

・京都市緑の基本計画では，緑の配置方針として，緑の軸として位置づけられ，さらに，「新

しい緑の創出」の公共公益施設の緑化の水辺の緑の整備政策として，多面的な利用が図れる

河川敷公園の整備を掲げている。 

・西京区基本計画では「自然環境の保全と緑化の推進」の取組として，「区民と自然のふれあ

いの場，多様な生物の生息・生育環境としての森林や河川，西京ならではの竹林景観等自然

環境の保全や，まちの緑化・美化を進める」としている。 

その他 
特記事項 

・平成 23 年 5 月 29 日，同月 30 日，平成 24 年７月 15 日に大雨の影響により冠水したため，

流木等の処理を行った。 

・平成 25 年 9 月 16 日，平成 26 年 8 月 10 日，平成 27 年 7 月 18 日，平成 29 年 10 月 23 日に

大雨の影響により冠水し，流木，広場内の土の流出があり，広場整備を各年度で行った。 

・平成 30 年 7 月 5 日の豪雨の影響により冠水し，流木や広場内の土砂の流出があり，年度内

に広場整備を行った。 

 

 

 

 
  

ランク：A 
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ランク：A 
 

番号 
62.桂川緑地離宮

前公園 
占用目的 公園 許可受者 京都市 場所 

右岸 12.2k+50m～12.8k

付近 

２．施設の現状                                (占用者作成) 

占用の 
必要性 

・市民のレクリエーションのための広場として，今後も利用の需要が見込まれる。 

・松尾大社神幸祭（船渡御）や正月凧揚げ大会など地域などの慣行行事に利用されている。 

管理状況 

・管理主体は，京都市建設局北部みどり管理事務所である。 

・都市公園法，同施行令，京都市都市公園条例，同施行規則等に基づいた管理を行っている。 

・「桂川緑地離宮前公園の管理及び災害対策に関する要領」を定めている。 

・公園内に車両乗入れを必要とする利用者には，車両通行承認願の提出を求め，必要最小数の

車両通行証を交付している。 

・委託業者による年 2回の除草及び概ね隔週の清掃を実施している。 

・地元住民によって公園愛護協力会が結成され，清掃美化活動が行われている。 

・施設利用者により，広場の日常の清掃，整地が行われている。 

利用状況 
・自由使用としているが，トラブル等の発生は確認していない。 

・駐車場としての利用なし。 

前回審議の

意見と対応 

前回審議の意見 前回審議意見の対応 

・子どもたちが水辺に近づけるような改善が進

められているように見受けられた。 

・草地の刈り残しが見られ、評価できる。草地

は貴重な生物の生息場となるので、今後も草

刈り業者に委託する際の仕様等について、他

部署とも情報共有し、適正な緑地管理に活か

されたい。 

・引き続き，水辺への進入路の除草等，親水

空間へ利用者を誘導できるよう管理を行っ

ている。 

・動物の回廊としての役割を維持するため，

刈り残しについては，年度ごとに異なる除

草業者が受注しても同様に除草できるよ

う，引継ぎ資料の充実や指示を徹底してい

る。 

環境保全 
に向けて 
申請者の 
取り組み 

・令和3年4月，地域の環境保全団体（桂川クラブ）の協力のもと，桂川で見られる植物や昆虫，
鳥類を紹介する案内看板を設置した。案内看板の内容は季節に合わせて4種作成し，3ヵ月ご
とに入れ替えを行っている。 

その他 
・物置について，令和3年3月，2基のうち1基の撤去が完了した。残る1基についても，設置者

への撤去指導を継続していく。 
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ランク：A 
 

番号 
62.桂川緑地離宮

前公園 
占用目的 公園 許可受者 京都市 場所 

右岸 12.2k+50m～12.8k

付近 

３．施設の自然環境的状況                        （河川管理者作成） 

占用地及び周辺の 

自然環境 

・占用地は、グラウンド、公園を園路で結んだ整備がされている。 

・自然河岸がほとんどで、人工護岸は樋門部などに限られる。 

・三号井堰の湛水区間であり、止水環境である。 

・静水面を利用するカモ類などが多く見られる。 

・水際には、ウキヤガラーマコモ群集が生育し、湿地的な水際となっている。 

・桂大橋上流の河岸には巨木がありランドマークになっている。 

・水際にジャヤナギなど高木も見られる。 

・背後地は住宅地である。 

自然環境上重要な場所 

・三号井堰の上流の低水路部は、堰の湛水区間が連続し、カモ類など静水面を

利用する鳥類にとって重要な環境である。 

・水際に連続する湿性の植物群落は、水生生物にとって重要な生息場となって

いる。 

・下流の中州でサギ類の集団繁殖地が確認されている。 

・重要な種として、陸上昆虫類ではグンバイトンボ等、小動物ではカヤネズミ

等が周辺で確認されている。 

水際の 

状況 

水域までの

距離 

・占用区域から高水敷ののり肩までの距離：約 10ｍ 

・高水敷ののり肩から水域までの距離：約 20ｍ 

・ほとんどが自然河岸で、なだらかに水際につながっている。 

・水際には線的にマコモなどが生えている。 

水面との 

高低差 

・1ｍ 

・冠水実績：近年では、平成 23 年 5 月，平成 24 年 7 月の大雨で冠水している。 

環境面から見た 

望ましい利用方針 

・水際の植生がバッファーゾーンとして機能しており保全が望まれる。 

・湛水域は鳥類などにとっての重要な生息場であると考えられることから、特

に、春～秋にかけての生物の繁殖期には生物の忌避行動につながるような行

為（多くの人が集まる、大きな音が出るなど）は避けた方がよい。 

・昆虫等の生息域となる自然環境を広げるために、管理区域等の草地の刈り残

しを図る。 

・利用範囲の認知のために、占用範囲を看板、標識等により明示する。 

・環境啓発看板を設置し、利用者に周辺の貴重な環境を周知し、占用地及び周

辺での利用のあり方や環境保全への意識向上を図る。 

・環境啓発の一環として、利用施設周辺の清掃を行う。 

・利用者の河川の環境保全に関する意識向上を目的として、河川レンジャーと

連携した環境教育のあり方を検討する。 
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ランク：A 
 

番号 
62.桂川緑地離宮

前公園 
占用目的 公園 許可受者 京都市 場所 

右岸 12.2k+50m～12.8k

付近 

４．占用許可期間の更新についての意見                   （委員会作成） 
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ランク：A 
 

番号 
62.桂川緑地離宮

前公園 
占用目的 公園 許可受者 京都市 場所 

右岸 12.2k+50m～12.8k

付近 

５．委員会の審議内容に関わる現況写真                （写真撮影者：占用者） 

(平面図)  

 
 

(断面図：12.6k) 
  

 
 
 

   
 
①占用施設入口                   ②占用に関する看板 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※以下の写真はすべて令和 3 年 10 月 26 日撮影                      占用区域 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 
⑨ 

⑩ 

⑪ 
⑫ 
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ランク：A 
 

番号 
62.桂川緑地離宮

前公園 
占用目的 公園 許可受者 京都市 場所 

右岸 12.2k+50m～12.8k

付近 

               (写真撮影者：北部みどり管理事務所) 

③北側広場（上流側）                ④北側広場（下流側） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤園路（上流側）                  ⑥園路（下流側） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦移動式トイレ                   ⑧遊具 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑨物置                       ⑩占用区域明示看板 
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ランク：A 
 

番号 
62.桂川緑地離宮

前公園 
占用目的 公園 許可受者 京都市 場所 

右岸 12.2k+50m～12.8k

付近 

               (写真撮影者：北部みどり管理事務所) 

⑪環境案内看板１                  ⑫環境案内看板２ 
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を

結
成

し
，

公
園

清
掃

等
を

実
施

し
て

い
る

。

○
：
連

携
し

て
い

る
△

：
検

討
中

×
：
連

携
し

て
い

な
い

1
0

自
然

環
境

の
保

全
・
再

生

保
全

す
べ

き
動

植
物

な
ど

、
占

用
区

域
及

び
そ

の
付

近
の

自
然

環
境

で
配

慮
す

べ
き

事
項

を
把

握
し

て
い

る
か

（
例

）
貴

重
種

の
生

育
・
生

息
地

、
ヨ

シ
原

、
干

潟
、

野
鳥

の
営

巣
地

、
外

来
種

の
繁

殖
等

貴
重

種
は

保
全

す
る

な
ど

，
生

物
多

様
性

を
守

る
上

で
重

要
な

地
域

で
あ

る
こ

と
を

認
識

し
て

い
る

。

○
：
把

握
し

て
い

る
△

：
調

査
中

×
：
連

携
し

て
い

な
い

1
1

占
用

区
域

及
び

そ
の

付
近

に
お

い
て

、
水

位
変

動
に

よ
り

冠
水

・
撹

乱
さ

れ
る

区
域

を
把

握
し

て
い

る
か

大
雨

に
よ

り
河

川
水

位
が

上
が

る
こ

と
で

，
占

用
区

域
が

冠
水

す
る

こ
と

が
あ

る
。

○
：
把

握
し

て
い

る
△

：
調

査
中

×
：
連

携
し

て
い

な
い

10



Ａ
ラ

ン
ク

案
件

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
様

式
（
2
/
2
）

記
入

者
：
高

木
（
京

都
市

建
設

局
北

部
み

ど
り

管
理

事
務

所
）

●
河

川
保

全
利

用
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

（
占

用
地

　
名

称
：
6
2
桂

川
緑

地
離

宮
前

公
園

）
N

o
確

認
の

視
点

確
認

事
項

過
年

度
意

見
過

年
度

意
見

に
つ

い
て

の
対

応
と

進
捗

占
用

者
に

よ
る

確
認

河
川

管
理

者
に

よ
る

確
認

河
川

保
全

利
用

委
員

会
の

意
見

評
価

欄
評

価
区

分
備

考

1
2

施
設

整
備

は
河

川
の

生
態

系
の

連
続

性
（
縦

断
方

向
及

び
横

断
方

向
）
の

確
保

な
ど

自
然

環
境

に
配

慮
し

て
い

る
か

（
例

）
水

際
部

に
緩

衝
緑

地
を

設
置

等

既
に

水
際

部
に

お
い

て
植

生
が

あ
る

た
め

，
現

時
点

で
整

備
す

る
予

定
は

な
い

。

○
：
配

慮
し

て
い

る
△

：
検

討
中

×
：
配

慮
し

て
い

な
い

1
3

管
理

運
営

は
占

用
区

域
及

び
そ

の
付

近
の

自
然

環
境

の
保

全
・
再

生
に

配
慮

し
て

い
る

か
（
例

）
投

棄
さ

れ
た

ゴ
ミ

の
収

集
、

除
草

時
の

水
際

部
刈

り
残

し
、

野
鳥

の
営

巣
時

期
の

利
用

制
限

等

草
地

の
刈

り
残

し
が

見
ら

れ
、

評
価

で
き

る
。

草
地

は
貴

重
な

生
物

の
生

息
場

と
な

る
の

で
、

今
後

も
草

刈
り

業
者

に
委

託
す

る
際

の
仕

様
等

に
つ

い
て

、
他

部
署

と
も

情
報

共
有

し
、

適
正

な
緑

地
管

理
に

活
か

さ
れ

た
い

。

動
物

の
回

廊
と

し
て

の
役

割
を

維
持

す
る

た
め

，
刈

り
残

し
に

つ
い

て
は

，
年

度
ご

と
に

異
な

る
除

草
業

者
が

受
注

し
て

も
同

様
に

除
草

で
き

る
よ

う
，

引
継

ぎ
資

料
の

充
実

や
指

示
を

徹
底

を
し

て
い

る
。

動
物

の
回

廊
と

し
て

の
役

割
を

維
持

す
る

た
め

，
刈

り
残

し
に

つ
い

て
は

，
年

度
ご

と
に

異
な

る
除

草
業

者
が

受
注

し
て

も
同

様
に

除
草

で
き

る
よ

う
，

引
継

ぎ
資

料
の

充
実

や
指

示
を

徹
底

を
し

て
い

る
。

ま
た

，
投

棄
さ

れ
た

ご
み

の
収

集
や

清
掃

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

，
景

観
的

魅
力

を
保

全
し

て
い

る
。

○
：
配

慮
し

て
い

る
△

：
検

討
中

×
：
配

慮
し

て
い

な
い

1
4

施
設

利
用

者
に

占
用

区
域

及
び

そ
の

付
近

の
自

然
環

境
に

関
す

る
情

報
発

信
、

注
意

喚
起

は
行

っ
て

い
る

か
（
例

）
情

報
板

設
置

に
よ

る
環

境
配

慮
へ

の
啓

発
等

地
域

の
環

境
保

全
団

体
（
桂

川
ク

ラ
ブ

）
の

協
力

の
も

と
，

桂
川

で
見

ら
れ

る
植

物
や

昆
虫

，
鳥

類
を

紹
介

す
る

案
内

看
板

を
設

置
し

た
。

案
内

看
板

の
内

容
は

季
節

に
合

わ
せ

て
4
種

作
成

し
，

3
ヵ

月
ご

と
に

入
れ

替
え

を
行

っ
て

い
る

。

○
：
行

っ
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
行

っ
て

い
な

い

1
5

占
用

区
域

及
び

そ
の

付
近

の
自

然
環

境
を

活
か

し
た

環
境

学
習

・
保

全
活

動
を

行
っ

て
い

る
か

行
っ

て
い

な
い

○
：
行

っ
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
行

っ
て

い
な

い

1
6

適
正

な
利

用
不

許
可

の
工

作
物

は
設

置
さ

れ
て

い
な

い
か

施
設

に
つ

い
て

，
出

水
時

に
は

流
出

し
な

い
よ

う
固

定
等

を
行

う
な

ど
，

利
用

団
体

と
協

議
を

行
う

と
と

も
に

，
必

要
性

に
つ

い
て

河
川

管
理

者
と

協
議

を
行

っ
て

い
る

。

○
：
設

置
さ

れ
て

い
な

い
△

：
設

置
さ

れ
る

場
合

が
あ

る
×

：
設

置
さ

れ
て

い
る

1
7

占
用

区
域

外
を

使
用

し
て

い
な

い
か

（
例

）
・
ト

イ
レ

、
道

具
入

れ
等

の
工

作
物

設
置

・
グ

ラ
ウ

ン
ド

、
駐

車
場

等
の

造
成

・
利

用
等

使
用

し
て

い
な

い

○
：
使

用
し

て
い

な
い

△
：
使

用
し

て
い

る
場

合
が

　
　

 あ
る

×
：
使

用
し

て
い

る

1
8

占
用

施
設

及
び

そ
の

利
用

者
が

自
然

観
察

や
水

面
利

用
（
カ

ヌ
ー

、
釣

り
等

）
な

ど
を

行
う

河
川

利
用

者
の

水
辺

へ
の

ア
ク

セ
ス

の
支

障
に

な
っ

て
い

な
い

か

子
ど

も
た

ち
が

水
辺

に
近

づ
け

る
よ

う
な

改
善

が
進

め
ら

れ
て

い
る

よ
う

に
見

受
け

ら
れ

た
。

水
辺

に
近

づ
け

る
部

分
を

設
け

る
よ

う
に

草
刈

り
を

行
っ

て
い

る
。

な
お

，
公

園
内

で
は

鳥
獣

魚
貝

の
捕

獲
を

条
例

で
禁

止
し

て
い

る
た

め
，

釣
り

は
認

め
て

い
な

い
。

水
辺

に
近

づ
け

る
部

分
を

設
け

る
よ

う
に

草
刈

り
を

行
っ

て
い

る
。

な
お

，
公

園
内

で
は

鳥
獣

魚
貝

の
捕

獲
を

条
例

で
禁

止
し

て
い

る
た

め
，

釣
り

は
認

め
て

い
な

い
。

○
：
支

障
は

な
い

△
：
支

障
に

な
る

場
合

が
あ

る
×

：
支

障
が

あ
る

1
9

地
域

住
民

の
迷

惑
に

な
る

利
用

が
な

さ
れ

て
い

な
い

か （
例

）
施

設
利

用
者

に
よ

る
ゴ

ミ
の

投
棄

、
車

両
通

行
や

路
上

駐
車

に
よ

る
交

通
問

題
、

騒
音

等

バ
ー

ベ
キ

ュ
ー

や
花

火
等

の
火

気
使

用
が

あ
り

，
指

導
啓

発
し

防
止

に
努

め
て

い
る

。

○
：
迷

惑
な

利
用

は
な

い
△

：
迷

惑
に

な
る

場
合

が
あ

る
×

：
迷

惑
な

利
用

が
あ

る

2
0

利
用

状
況

を
ふ

ま
え

た
管

理
運

営
・
利

用
の

ル
ー

ル
を

定
め

て
い

る
か

現
状

の
利

用
状

況
を

踏
ま

え
，

占
用

の
必

要
性

や
今

後
の

管
理

内
容

に
つ

い
て

，
河

川
管

理
者

と
協

議
を

行
っ

て
い

る
。

○
：
定

め
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
定

め
て

い
な

い

2
1

管
理

運
営

・
利

用
の

ル
ー

ル
に

自
然

環
境

の
保

全
・

再
生

に
関

す
る

事
項

は
定

め
て

い
る

か

動
植

物
の

採
取

禁
止

，
車

両
の

乗
り

入
れ

及
び

火
気

を
も

て
あ

そ
ぶ

こ
と

を
禁

止
し

て
い

る
。

○
：
定

め
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
定

め
て

い
な

い
、

又
は

　
　

 ル
ー

ル
を

定
め

て
い

な
い

2
2

管
理

運
営

・
利

用
の

ル
ー

ル
は

施
設

利
用

者
及

び
管

理
運

営
者

に
周

知
し

て
い

る
か

啓
発

看
板

に
よ

り
ゴ

ル
フ

の
禁

止
や

火
気

使
用

禁
止

の
周

知
を

行
っ

て
い

る
。

○
：
定

め
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
定

め
て

い
な

い
、

又
は

　
　

 ル
ー

ル
を

定
め

て
い

な
い
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利用者数の把握方法 
 
令和 3 年 10 月 26 調査 

公園内で 1 時間(14 時～15 時)あたりの利用者数をカウントした。 

 ⇒23 名 

この数値に，1日 8 時間として乗じた。 

 ⇒184 名 

この数値に，京都府の年間降水日数（令和 2 年：112 日）以外の日数 253 日を乗じた。 

 ⇒46,552 名 

上記を丸めた数値を採用 

 ⇒47,000 名 
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桂
川
 

桂
離
宮
 

阪
急
電
鉄
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都
線
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橋
 

桂
排
水
機
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：
河
川
占
用
区
域
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【参考資料】河川保全利用委員会レビュー 

（関連部分のみ抜粋） 
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「No.62 桂川緑地離宮前公園(京都市)」

■過年度審議結果のレビュー

117

平成16年 委員会 人と川とのつながりを重視した利用と管理にあたること。利用と管理の実態を把握すると
ともに、公園施設として設置・整備した施設のうち、遊休・荒廃の状態にあるものは撤去
し、河川環境に負荷を与えない利用と管理にあたること。特に除草にあたっては、本川沿
いの水際を全て可能な限り幅広く刈り残すこと。

利用と管理の新たな取り組みについては、定期的に調査・確認し他の占用施設の利用と
管理に活かすとともに委員会開催時に報告を行うこと。

利用と管理の実状把握にあたっては、利用者と連絡を密にして情報を入手するとともに
利用者に河川環境保全と再生の取り組みについて理解と参画を促すよう努めること。

平成19年 委員会

平成21年 委員会 草を刈り残すことについて、意見が尊重されている。

堤防天端の駐車車両の実態把握に努めるともに、占用地の利用にあたり車の使用を控
えるような啓発を実施していただきたい。

⇒ 公園使用許可者に対して、必要最小限の車両乗り入れを認めている。

草を刈らない空間の扱いについて、関係者と協議の上具体化していただきたい。
⇒ 草刈り範囲は河川管理者と打合せを行い、除草範囲を園路から2mとして、それから水

際までの間は草刈りをしていない。

自由使用といえども利用実態を把握することが重要である。ある特定の団体等の排他独
占的な利用にならないよう、利用実態の把握を行っていくこと。

⇒ 有料施設ではないため、利用者の把握は困難である。

【桂川】

「No.62 桂川緑地離宮前公園(京都市)」

■過年度審議結果のレビュー

118

平成24年 委員会 河川敷の公園として良い使い方ができる場所となっている。

地域の歴史文化資源としても重要な場であり、その特性を活かした利用について引き続
き取り組んでいただきたい。

⇒ 地域の特性を活かした利用に努めていく。

平成27年 委員会 物置などの必要性を河川管理者と調整を行い、出水時の対応を明確にした上で、許可
申請を行うこと。

公園周辺の自然環境の情報を収集し、啓発看板などにより利用者に情報提供を行うこと。

関係部局と連携を図りながら、生物の生息環境に配慮した植生の刈り残しなど、連続し
た緑地環境を保全できるような管理を行っていただきたい。

桂離宮に面している景観的魅力を保全していただきたい。
河川管理者と占用の必要性や今後の管理内容を早急かつ詳細に協議されたい。

【桂川】

平成30年 委員会 子どもたちが水辺に近づけるような改善が進められているように見受けられた。

草地の刈り残しが見られ、評価できる。草地は貴重な生物の生息場となるので、今後も
草刈り業者に委託する際の仕様等について、他部署とも情報共有し、適正な緑地管理に
活かされたい。
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57.桂川緑地公園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
               記入者：京都市南部みどり管理事務所 神藤，石橋 
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番号 57.桂川緑地公園 占用目的 公園 許可受者 京都市 場所 
左岸 11.2k-60m～

12.2k+30m 

１．施設の概要                                (占用者作成) 

位置図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現況写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R3.10.22 占用者撮影 

現在の 
利用形態 

・野球場１面，多目的広場１面，テニス

コート２面 
都市計画 
の有無 

有（都市計画マスタープランにおいて

都市計画公園に位置づけられている） 

占用面積 25,441.62 ㎡ 付帯施設等 
移動式便所１箇所 

ベンチ９基 

許可の経緯 
＜当初許可＞ S46.2.5 

＜許可期限＞ R5.3.31 

利用者数 

平成 28 年度 38,000 人 

平成 29 年度 42,000 人 

平成 30 年度 39,000 人 

令和 元年度 37,000 人 

令和 2 年度 43,000 人 

堤内地･ 
堤外地 

堤内地 ・ 堤防 ・ 堤外地 

周辺の 
土地利用の

状況 

・堤内地側（上流，下流側）は，住宅を中心にして工場，商業施設等が混在する市街地。 

関連諸計画

における 
占用地の 
位置付け 

・広域避難場所 

・特になし。 

その他 
特記事項 

・市民のレクリエーションのための広場として昭和４６年２月５日付で占用許可を受け，以後

も占用の継続を行い，現在に至っている。 
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ランク：A 
 

番号 57.桂川緑地公園 占用目的 公園 許可受者 京都市 場所 
左岸 11.2k-60m～

12.2k+30m 

２．施設の現状                                (占用者作成) 

占用の 
必要性 

・市民のレクリエーションのための広場として，今後も利用が見込まれる。 

管理状況 

・管理主体は，京都市建設局南部みどり管理事務所である。 

・管理規則は，桂川緑地の管理運営要領に基づく。 

・定期的に除草及び清掃を実施している。 

利用状況 
・自由使用と定めている。 （禁止事項については，看板等による是正啓発を実施。） 

・駐車場としての利用なし。  

前回審議の

意見と対応 

前回審議の意見 前回審議意見の対応 

・緑地の刈り残しについて、多目的広場のよう
にスペースに余裕のある場所では、5～10m
程度まとまった幅で残せると良い。植物帯は
生物の生息場として重要であるため、草地の
「刈り残しマニュアル」のようなものが整備
できると良い。 

・外来種に関する注意を喚起する標識等の設置
について、河川管理者と協働で検討された
い。 

・水際部の植生を刈り残すことで連続した緑
地帯を保全できるようにしている。 

 マニュアルは作成していないが，本緑地の
水際部を刈り残すことは担当の引継ぎ事項
としている。 

 
・標識の設置については検討中。 

環境保全 
に向けて 
申請者の 
取り組み 

・上欄に記載のとおり。 

その他 
・特になし 
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ランク：A 
 

番号 57.桂川緑地公園 占用目的 公園 許可受者 京都市 場所 
左岸 11.2k-60m～

12.2k+30m 

３．施設の自然環境的状況                        （河川管理者作成） 

占用地及び周辺の 

自然環境 

・占用地は、細長く、グラウンド、テニスコートなどを園路で結んだ整備が行

われている。 

・三号井堰の下流は中州などもあり多様な環境である。 

・中洲はツルヨシ群落やヤナギ群落が主体である。 

・一方、上流は堰の湛水域である。 

・堤防の河岸に巨木がありランドマークになっている。 

・占用地の川側にはフェンスが設置されている。 

・上流部の背後地は住宅地である。 

・下流部は天神川との導流堤となっている。 

自然環境上重要な場所 

・三号井堰の下流の中州は、ツルヨシ群落や、ヤナギ群落が中心で多様な環境

であり、河原やヨシ原を生息場とする生物にとっては重要な環境である。 

・三号井堰の上流の低水路部は、堰の湛水区間が連続し、カモ類など静水面を

利用する鳥類にとって重要な環境である。 

・下流の中州でサギ類の集団繁殖地が確認されている。 

・重要な種として、陸上昆虫類ではグンバイトンボ等、小動物ではカヤネズミ

等が周辺で確認されている。 

水際の 

状況 

水域までの

距離 

・占用区域から高水敷ののり肩までの距離：約 10ｍ 

・高水敷ののり肩から水域までの距離：約 22ｍ 

・堰の上下流と一部の河岸に低水護岸が設置されているが、ほとんどは自然河

岸となっている。 

水面との 

高低差 

・約 2～5ｍ 

環境面から見た 

望ましい利用方針 

・堰下流の中州のツルヨシ群落や堰上流の湛水域は鳥類などにとっての重要な

生息場であると考えられることから、特に、春～秋にかけての生物の繁殖期

には生物の忌避行動につながるような行為（多くの人が集まる、大きな音が

出るなど）は避けた方がよい。 

・昆虫等の生息域となる自然環境を広げるために、管理区域等の草地の刈り残

しを図る。 

・利用範囲の認知のために、占用範囲を看板、標識等により明示する。 

・環境啓発看板を設置し、利用者に周辺の貴重な環境を周知し、占用地及び周

辺での利用のあり方や環境保全への意識向上を図る。 

・環境啓発の一環として、利用施設周辺の清掃を行う。 

・利用者の河川の環境保全に関する意識向上を目的として、河川レンジャーと

連携した環境教育のあり方を検討する。 
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ランク：A 
 

番号 57.桂川緑地公園 占用目的 公園 許可受者 京都市 場所 
左岸 11.2k-60m～

12.2k+30m 

４．占用許可期間の更新についての意見                   （委員会作成） 
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ランク：A 
 

番号 57.桂川緑地公園 占用目的 公園 許可受者 京都市 場所 
左岸 11.2k-60m～

12.2k+30m 

５．委員会の審議内容に関わる現況写真                （写真撮影者：占用者） 

(平面図) 
 

 
 

(断面図：11.6k) 
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ランク：A 
 

番号 57.桂川緑地公園 占用目的 公園 許可受者 京都市 場所 
左岸 11.2k-60m～

12.2k+30m 

               (写真撮影者：占用者) 
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Ａ
ラ

ン
ク

案
件

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
様

式
（
1
/
2
）

記
入

者
：
神

藤
，

石
橋

（
京

都
市

南
部

み
ど

り
管

理
事

務
所

）
●

河
川

保
全

利
用

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
（
占

用
地

　
名

称
：
5
7
桂

川
緑

地
公

園
）

N
o

確
認

の
視

点
確

認
事

項
過

年
度

意
見

過
年

度
意

見
に

つ
い

て
の

対
応

と
進

捗
占

用
者

に
よ

る
確

認
河

川
管

理
者

に
よ

る
確

認
河

川
保

全
利

用
委

員
会

の
意

見
評

価
欄

評
価

区
分

備
考

1
占

用
の

必
要

性

自
治

体
等

が
策

定
す

る
計

画
に

当
該

施
設

の
位

置
づ

け
は

あ
る

か
※

計
画

名
を

挙
げ

た
う

え
、

具
体

的
な

記
載

箇
所

を
記

す
（
例

）
総

合
計

画
、

都
市

計
画

、
緑

の
基

本
計

画
等

都
市

計
画

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
に

お
い

て
，

都
市

計
画

公
園

に
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

。

○
：
あ

る
△

：
検

討
中

×
：
な

い

2
避

難
場

所
等

の
防

災
上

の
位

置
づ

け
は

あ
る

か
（
例

）
地

域
防

災
計

画
等

京
都

市
地

域
防

災
計

画
に

お
い

て
，

広
域

避
難

場
所

と
し

て
指

定
さ

れ
て

い
る

。

○
：
あ

る
△

：
検

討
中

×
：
な

い

3
堤

内
地

に
お

い
て

代
替

施
設

を
設

置
、

又
は

既
存

施
設

に
よ

り
機

能
を

代
替

す
る

計
画

は
あ

る
か

計
画

は
な

い
。

○
：
あ

る
△

：
検

討
中

×
：
な

い

4

川
ら

し
い

自
然

環
境

に
影

響
が

少
な

い
施

設
に

転
換

す
る

計
画

は
あ

る
か

（
例

）
・
水

際
部

の
占

用
面

積
を

縮
小

　
　

　
・
グ

ラ
ウ

ン
ド

を
親

水
公

園
に

変
更

　
　

　
・
河

川
敷

内
で

場
所

移
動

　
　

　
　

等

計
画

は
な

い
。

○
：
あ

る
△

：
検

討
中

×
：
な

い

5
検

討
体

制

占
用

施
設

の
代

替
地

の
検

討
や

自
然

環
境

に
影

響
が

少
な

い
施

設
へ

の
転

換
に

向
け

て
、

環
境

や
ま

ち
づ

く
り

の
関

係
部

局
と

連
携

し
て

い
る

か
※

連
携

部
局

が
あ

る
場

合
に

は
、

そ
の

名
称

も
合

わ
せ

て
記

す

代
替

地
は

検
討

し
て

い
な

い
が

，
環

境
政

策
局

環
境

管
理

課
発

行
の

「
京

都
市

生
物

多
様

性
プ

ラ
ン

」
で

は
桂

川
河

川
敷

は
貴

重
な

生
き

物
等

が
見

ら
れ

る
と

の
こ

と
か

ら
，

環
境

部
局

と
の

連
携

を
検

討
し

，
生

物
多

様
性

を
保

全
す

る
。

○
：
連

携
し

て
い

る
△

：
検

討
中

×
：
連

携
し

て
い

な
い

6
占

用
目

的
占

用
目

的
は

「
川

ら
し

い
利

用
、

川
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

利
用

」
に

合
致

す
る

か

占
用

目
的

は
公

園
で

あ
る

が
，

水
辺

に
近

い
市

民
憩

い
の

場
，

自
然

豊
か

な
場

，
自

然
観

察
の

場
と

い
う

点
で

一
部

合
致

し
て

い
る

。

○
：
合

致
す

る
△

：
一

部
合

致
す

る
×

：
合

致
し

な
い

7
特

定
の

利
用

者
・
団

体
に

限
定

せ
ず

、
公

平
な

利
用

が
で

き
る

か
自

由
利

用
と

し
て

い
る

。
独

占
的

な
利

用
は

認
め

て
い

な
い

。

○
：
公

平
に

利
用

で
き

る
△

：
公

平
に

利
用

で
き

な
い

　
　

 場
合

が
あ

る
×

：
特

定
の

者
が

利
用

8
利

用
状

況
は

占
用

目
的

に
合

致
し

て
い

る
か

自
然

と
触

れ
合

え
る

市
民

憩
い

の
広

場
と

し
て

，
目

的
に

合
致

し
て

い
る

。

○
：
合

致
し

て
い

る
△

：
合

致
し

て
い

な
い

場
合

が
　

　
 あ

る
×

：
合

致
し

て
い

な
い

9
連

携
体

制
「
川

ら
し

い
利

用
、

川
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

利
用

」
に

関
す

る
取

組
に

つ
い

て
、

施
設

利
用

者
や

地
域

住
民

、
市

民
団

体
等

と
連

携
し

て
い

る
か

使
用

に
つ

い
て

は
自

由
利

用
と

位
置

づ
け

て
お

り
，

施
設

利
用

者
と

占
用

者
間

で
連

携
は

な
い

。
占

用
者

主
導

の
活

動
は

予
定

し
て

い
な

い
が

，
利

用
者

や
他

の
行

政
機

関
等

か
ら

当
該

目
的

で
の

利
用

に
つ

い
て

申
し

入
れ

が
あ

れ
ば

，
可

能
な

範
囲

で
対

応
す

る
。

○
：
連

携
し

て
い

る
△

：
検

討
中

×
：
連

携
し

て
い

な
い

1
0

自
然

環
境

の
保

全
・
再

生

保
全

す
べ

き
動

植
物

な
ど

、
占

用
区

域
及

び
そ

の
付

近
の

自
然

環
境

で
配

慮
す

べ
き

事
項

を
把

握
し

て
い

る
か

（
例

）
貴

重
種

の
生

育
・
生

息
地

、
ヨ

シ
原

、
干

潟
、

野
鳥

の
営

巣
地

、
外

来
種

の
繁

殖
等

独
自

調
査

は
実

施
し

て
い

な
い

が
，

保
全

利
用

委
員

会
の

調
書

に
記

載
さ

れ
て

い
る

事
項

は
把

握
し

て
い

る
。

○
：
把

握
し

て
い

る
△

：
調

査
中

×
：
連

携
し

て
い

な
い

1
1

占
用

区
域

及
び

そ
の

付
近

に
お

い
て

、
水

位
変

動
に

よ
り

冠
水

・
撹

乱
さ

れ
る

区
域

を
把

握
し

て
い

る
か

基
本

的
に

自
然

河
岸

で
あ

る
た

め
，

ほ
ぼ

全
域

に
わ

た
り

冠
水

す
る

可
能

性
が

あ
る

が
，

具
体

的
な

降
水

量
と

の
関

係
は

不
明

で
あ

る
。

直
近

で
は

平
成

3
0
年

7
月

5
日

豪
雨

及
び

9
月

4
日

台
風

で
冠

水
し

た
。

○
：
把

握
し

て
い

る
△

：
調

査
中

×
：
連

携
し

て
い

な
い
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Ａ
ラ

ン
ク

案
件

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
様

式
（
2
/
2
）

記
入

者
：
神

藤
，

石
橋

（
京

都
市

南
部

み
ど

り
管

理
事

務
所

）
●

河
川

保
全

利
用

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
（
占

用
地

　
名

称
：
5
7
桂

川
緑

地
公

園
）

N
o

確
認

の
視

点
確

認
事

項
過

年
度

意
見

過
年

度
意

見
に

つ
い

て
の

対
応

と
進

捗
占

用
者

に
よ

る
確

認
河

川
管

理
者

に
よ

る
確

認
河

川
保

全
利

用
委

員
会

の
意

見
評

価
欄

評
価

区
分

備
考

1
2

施
設

整
備

は
河

川
の

生
態

系
の

連
続

性
（
縦

断
方

向
及

び
横

断
方

向
）
の

確
保

な
ど

自
然

環
境

に
配

慮
し

て
い

る
か

（
例

）
水

際
部

に
緩

衝
緑

地
を

設
置

等

緑
地

の
刈

り
残

し
に

つ
い

て
、

多
目

的
広

場
の

よ
う

に
ス

ペ
ー

ス
に

余
裕

の
あ

る
場

所
で

は
、

5
～

1
0
m

程
度

ま
と

ま
っ

た
幅

で
残

せ
る

と
良

い
。

植
物

帯
は

生
物

の
生

息
場

と
し

て
重

要
で

あ
る

た
め

、
草

地
の

「
刈

り
残

し
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
の

よ
う

な
も

の
が

整
備

で
き

る
と

良
い

。

水
際

部
の

植
生

を
刈

り
残

す
こ

と
で

連
続

し
た

緑
地

帯
を

保
全

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
る

。
マ

ニ
ュ

ア
ル

は
作

成
し

て
い

な
い

が
，

本
緑

地
の

水
際

部
を

刈
り

残
す

こ
と

は
担

当
の

引
継

ぎ
事

項
と

し
て

い
る

。

新
た

な
施

設
整

備
は

行
っ

て
お

ら
ず

，
既

存
施

設
の

み
を

実
施

し
て

い
る

。
た

だ
し

，
水

際
を

刈
り

残
す

こ
と

で
緩

衝
帯

と
し

て
の

役
割

を
期

待
し

て
い

る
。

○
：
配

慮
し

て
い

る
△

：
検

討
中

×
：
配

慮
し

て
い

な
い

1
3

管
理

運
営

は
占

用
区

域
及

び
そ

の
付

近
の

自
然

環
境

の
保

全
・
再

生
に

配
慮

し
て

い
る

か
（
例

）
投

棄
さ

れ
た

ゴ
ミ

の
収

集
、

除
草

時
の

水
際

部
刈

り
残

し
、

野
鳥

の
営

巣
時

期
の

利
用

制
限

等

ゴ
ミ

収
集

は
定

期
的

に
実

施
し

て
い

る
。

水
際

部
は

人
の

手
が

ほ
と

ん
ど

加
え

ら
れ

て
い

な
い

こ
と

か
ら

自
然

な
状

態
が

保
た

れ
て

い
る

。

○
：
配

慮
し

て
い

る
△

：
検

討
中

×
：
配

慮
し

て
い

な
い

1
4

施
設

利
用

者
に

占
用

区
域

及
び

そ
の

付
近

の
自

然
環

境
に

関
す

る
情

報
発

信
、

注
意

喚
起

は
行

っ
て

い
る

か
（
例

）
情

報
板

設
置

に
よ

る
環

境
配

慮
へ

の
啓

発
等

外
来

種
に

関
す

る
注

意
を

喚
起

す
る

標
識

等
の

設
置

に
つ

い
て

、
河

川
管

理
者

と
協

働
で

検
討

さ
れ

た
い

。

標
識

の
設

置
に

つ
い

て
は

検
討

中
。

占
用

区
域

を
示

す
看

板
は

設
置

済
み

。
そ

の
他

，
法

令
に

基
づ

く
公

園
利

用
に

つ
い

て
の

注
意

喚
起

は
看

板
の

掲
示

に
よ

り
実

施
し

て
い

る
。

○
：
行

っ
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
行

っ
て

い
な

い

1
5

占
用

区
域

及
び

そ
の

付
近

の
自

然
環

境
を

活
か

し
た

環
境

学
習

・
保

全
活

動
を

行
っ

て
い

る
か

特
に

行
っ

て
い

な
い

。
占

用
者

主
導

の
活

動
は

予
定

し
て

い
な

い
が

，
利

用
者

や
他

の
行

政
機

関
等

か
ら

当
該

目
的

で
の

利
用

に
つ

い
て

申
し

入
れ

が
あ

れ
ば

，
可

能
な

範
囲

で
対

応
す

る
。

○
：
行

っ
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
行

っ
て

い
な

い

1
6

適
正

な
利

用
不

許
可

の
工

作
物

は
設

置
さ

れ
て

い
な

い
か

代
替

地
は

検
討

し
て

い
な

い
が

，
環

境
政

策
局

環
境

管
理

課
発

行
の

「
京

都
市

生
物

多
様

性
プ

ラ
ン

」
で

は
桂

川
河

川
敷

は
貴

重
な

生
き

物
等

が
見

ら
れ

る
と

の
こ

と
か

ら
，

環
境

部
局

と
の

連
携

を
検

討
し

，
生

物
多

様
性

を
保

全
す

る
。

○
：
設

置
さ

れ
て

い
な

い
△

：
設

置
さ

れ
る

場
合

が
あ

る
×

：
設

置
さ

れ
て

い
る

1
7

占
用

区
域

外
を

使
用

し
て

い
な

い
か

（
例

）
・
ト

イ
レ

、
道

具
入

れ
等

の
工

作
物

設
置

・
グ

ラ
ウ

ン
ド

、
駐

車
場

等
の

造
成

・
利

用
等

使
用

し
て

い
な

い
。

○
：
使

用
し

て
い

な
い

△
：
使

用
し

て
い

る
場

合
が

　
　

 あ
る

×
：
使

用
し

て
い

る

1
8

占
用

施
設

及
び

そ
の

利
用

者
が

自
然

観
察

や
水

面
利

用
（
カ

ヌ
ー

、
釣

り
等

）
な

ど
を

行
う

河
川

利
用

者
の

水
辺

へ
の

ア
ク

セ
ス

の
支

障
に

な
っ

て
い

な
い

か
横

断
防

止
柵

が
設

置
さ

れ
て

い
る

。
○

：
支

障
は

な
い

△
：
支

障
に

な
る

場
合

が
あ

る
×

：
支

障
が

あ
る

1
9

地
域

住
民

の
迷

惑
に

な
る

利
用

が
な

さ
れ

て
い

な
い

か （
例

）
施

設
利

用
者

に
よ

る
ゴ

ミ
の

投
棄

、
車

両
通

行
や

路
上

駐
車

に
よ

る
交

通
問

題
、

騒
音

等

ゴ
ミ

の
不

法
投

棄
に

つ
い

て
は

，
巡

視
点

検
等

の
発

見
や

，
通

報
を

受
け

次
第

撤
去

し
て

い
る

。

○
：
迷

惑
な

利
用

は
な

い
△

：
迷

惑
に

な
る

場
合

が
あ

る
×

：
迷

惑
な

利
用

が
あ

る

2
0

利
用

状
況

を
ふ

ま
え

た
管

理
運

営
・
利

用
の

ル
ー

ル
を

定
め

て
い

る
か

桂
川

緑
地

の
管

理
運

営
要

領
を

定
め

て
い

る
。

○
：
定

め
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
定

め
て

い
な

い

2
1

管
理

運
営

・
利

用
の

ル
ー

ル
に

自
然

環
境

の
保

全
・

再
生

に
関

す
る

事
項

は
定

め
て

い
る

か
特

に
定

め
て

い
な

い
。

○
：
定

め
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
定

め
て

い
な

い
、

又
は

　
　

 ル
ー

ル
を

定
め

て
い

な
い

2
2

管
理

運
営

・
利

用
の

ル
ー

ル
は

施
設

利
用

者
及

び
管

理
運

営
者

に
周

知
し

て
い

る
か

桂
川

緑
地

の
管

理
運

営
要

領
に

お
い

て
，

都
市

公
園

と
し

て
使

用
す

る
こ

と
が

定
め

ら
れ

て
お

り
，

都
市

公
園

と
し

て
の

法
令

に
基

づ
く
公

園
利

用
の

注
意

喚
起

は
看

板
の

掲
示

に
よ

り
周

知
し

て
い

る
。

○
：
定

め
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
定

め
て

い
な

い
、

又
は

　
　

 ル
ー

ル
を

定
め

て
い

な
い
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【参考資料】 
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桂川緑地 

 

利用者数の把握方法 

 

■平成 30 年 

平成 30 年 10 月 1 日（月）（晴れ）調査 

公園内で 1時間(14 時～15 時)あたりの利用者数をカウントした。 

 ⇒19 名 

この数値に，1日 8 時間として乗じた。 

 ⇒152 名 

この数値に，京都府の年間降水日数(平成 30 年度：107 日)以外の日数 258 日を乗じた。 

 ⇒39,216 名 

上記を丸めた数値を採用 

 ⇒39,000 名 

 

■令和元年度 

令和元年 10 月 9 日（水）（晴れ）調査 

公園内で 1時間(14 時～15 時)あたりの利用者数をカウントした。 

 ⇒18 名 

この数値に，1日 8 時間として乗じた。 

 ⇒144 名 

この数値に，京都府の年間降水日数(平成 30 年度：111 日)以外の日数 254 日を乗じた。 

 ⇒36,576 名 

上記を丸めた数値を採用 

 ⇒37,000 名 

 

■令和 2 年度 

令和 2年 10 月 2 日（金）（晴れ）調査 

公園内で 1時間(14 時～15 時)あたりの利用者数をカウントした。 

 ⇒21 名 

この数値に，1日 8 時間として乗じた。 

 ⇒168 名 

この数値に，京都府の年間降水日数(平成 30 年度：112 日)以外の日数 254 日を乗じた。 

 ⇒42,672 名 

上記を丸めた数値を採用 

 ⇒43,000 名 
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【参考資料】河川保全利用委員会レビュー 

（関連部分のみ抜粋） 
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「No.57 桂川緑地公園(京都市)」

■過年度審議結果のレビュー

107

平成16年 委員会 バックネット、夜間照明・放置車輌など特定の施設利用者が持ち込み、固定・設置した工
作物の是正指導を行うこと。

人と川とのつながりを重視した本施設の利用と管理にあたること。

利用と管理の実状を正しく把握するとともに、公園施設として設置・整備した物の内、遊
休・荒廃の状態にあるものは撤去し、河川環境に負荷を与えない利用と管理にあたるこ
と。特に除草にあたっては、本川沿いの水際を全て可能な限り幅広く刈り残すこと。

利用と管理の新たな取り組みについては、定期的に調査・確認し他の占用施設の利用と
管理に活かすとともに委員会開催時に報告を行うこと。

利用と管理の実状把握にあたっては、利用者と連絡を密にして情報を入手するとともに
利用者に河川環境保全と再生の取り組みについて理解と参画を促すよう努めること。

平成19年 委員会 前回の更新条件が依然として改善されていない。河川管理者ともタイアップして改善に
向けた措置を講ずること。

自由使用といえども利用実態を把握することが重要である。定性的にならざるを得ない
が、ある特定の団体等の排他独占的な利用にならないよう、利用実態の把握を行ってい
くこと。

自然空間の中を細い遊歩道で利用する場所では、周囲の自然環境に気配りする、と
いった自然と共存するための方策を、河川管理者と協議の上検討願いたい。

【桂川】

「No.57 桂川緑地公園(京都市)」

■過年度審議結果のレビュー

108

平成24年 委員会 ネットなどの出水時の流出防止対策を引き続き検討していただきたい。
⇒ 不法に設置されたネット等については適宜指導し改善を進めている。

占用地周辺に樹木があるなど、河川の景観としても好ましい空間である。緩衝帯として
の水際の草の刈り残しなど、生物との共存について検討いただきたい。

⇒ 管理運営要領に基づき除草を行っており，刈り残しをするためには要領の変更が必要。
テニスコートの舗装は、補修ではなく撤去についても検討いただきたい。
⇒ 利用実績は把握していないが、使用実態があり安易な撤去は適切ではないと考える。

平成21年 委員会 ネットなどの設置物の出水時の流出対策を検討していただきたい。

放置車両や夜間照明装置など施設利用者が持ち込んだ設置物が改善されていない。改
善に向けて占用者と河川管理者とで適正化に努めていただきたい。

⇒ 放置車両は是正された。その他の設置物は引き続き改善を促すよう努める。
⇒ 利用者に対し、改善を促すよう努める。
砂場やカラータイルなど不要と思われる設置物の改善を検討していただきたい。
⇒ 施設の利用者が存在することから，設置を継続する必要があると考えている。カラータ

イルは、園路施設として必要であると考えている。

特定の団体等の排他独占的な利用にならないよう、引続き利用実態の把握に努めてい
ただきたい。

⇒ 特定団体の排他独占的な利用にならないよう、引き続き、利用実態の把握に努める。

【桂川】
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「No.57 桂川緑地公園(京都市)」

■過年度審議結果のレビュー

109

植生の刈り残しなど、連続した緑地帯を保全できるような管理を行っていただきたい。
利用者の自然環境への意識、マナー向上の啓発看板などの設置を行っていただきたい。
安全管理の観点からも、利用実態調査を行うこと。

河川管理者と占用の必要性や今後の公園管理者としての管理内容について早急かつ
詳細に協議されたい。

平成27年 委員会

【桂川】

緑地の刈り残しについて、多目的広場のようにスペースに余裕のある場所では、5～
10m程度まとまった幅で残せると良い。植物帯は生物の生息場として重要であるため、
草地の「刈り残しマニュアル」のようなものが整備できると良い。

外来種に関する注意を喚起する標識等の設置について、河川管理者と協働で検討され
たい。

平成30年 委員会
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61.堤外児童公園 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

               記入者：京都市南部みどり管理事務所 神藤，石橋 
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                                     （占用者作成） 

位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現況写真 

 

 

R3.10.22 占用者撮影 

標準断面 

断面図(11.4k) 
 
 
 
 
 
 
 

現在の 

利用形態 
・園路 

占用面積 1,666.32 ㎡ 

許可の 

経緯 

＜当初許可＞S63.10.8 

＜許可期限＞R5.9.30 

都市計画

の有無 
都市公園 

堤内地・堤

防・堤外地 
堤内地 ・ 堤防 ・ 堤外地 

付帯施設

等 
洪水時に搬出を伴うものは，なし 

特記事項 
・大部分は河川区域外 
・京都市地域防災計画に基づく広域避難場所に指定されている 

前回審議

意見と 

対応 

前回審議の意見 前回審議意見の対応 

・適正な管理がなされている。前回意見を踏
襲し、占用地外の本体公園と一体として、
引き続き適正に管理されたい。 

・占用地外であるが、隣接して天神川沿いの
ヤナギ林やケヤキ並木、背割堤の桜づつみ
など、歴史を感じられる独特の景観が形成
されている。また、豊かな生物生息環境が
形成されていると考えられる。占用地に隣
接していろいろな魅力的な場所が広がって
いることを念頭に、関係各機関と連携し、
看板の設置など、利用者への周知について
検討されたい。 

・公園区域の一部として，引き続き管理して
いる。 

 
・説明看板の設置については検討中。 

 

番号 61.堤外児童公園 占用目的 公園 許可受者 京都市 場所 
左岸11.4k－1.5m～ 

11.4k＋204m 

ランク:C  

：占用区域 
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【チェックリスト】 
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Ｃ
ラ

ン
ク

案
件

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
様

式
記

入
者

：
神

藤
，

石
橋

（
京

都
市

南
部

み
ど

り
管

理
事

務
所

）
●

河
川

保
全

利
用

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
（
占

用
地

　
名

称
：
6
1
堤

外
児

童
公

園
）

N
o

確
認

の
視

点
確

認
事

項
過

年
度

意
見

過
年

度
意

見
に

つ
い

て
の

対
応

と
進

捗
占

用
者

に
よ

る
確

認
河

川
管

理
者

に
よ

る
確

認
河

川
保

全
利

用
委

員
会

の
意

見
評

価
欄

評
価

区
分

備
考

1
占

用
の

必
要

性

自
治

体
等

が
策

定
す

る
計

画
に

当
該

施
設

の
位

置
づ

け
は

あ
る

か
※

計
画

名
を

挙
げ

た
う

え
、

具
体

的
な

記
載

箇
所

を
記

す
（
例

）
総

合
計

画
、

都
市

計
画

、
緑

の
基

本
計

画
等

京
都

市
都

市
計

画
に

基
づ

く
都

市
施

設
（
京

都
市

都
市

計
画

  
2
･2

･1
0
7
 昭

和
3
0
年

3
月

3
1
日

決
定

）

○
：
あ

る
△

：
検

討
中

×
：
な

い

2
避

難
場

所
等

の
防

災
上

の
位

置
づ

け
は

あ
る

か
（
例

）
地

域
防

災
計

画
等

京
都

市
地

域
防

災
計

画
に

基
づ

く
広

域
避

難
場

所

○
：
あ

る
△

：
検

討
中

×
：
な

い

3
堤

内
地

に
お

い
て

代
替

施
設

を
設

置
、

又
は

既
存

施
設

に
よ

り
機

能
を

代
替

す
る

計
画

は
あ

る
か

計
画

は
な

い
。

○
：
あ

る
△

：
検

討
中

×
：
な

い

7
占

用
目

的
特

定
の

利
用

者
・
団

体
に

限
定

せ
ず

、
公

平
な

利
用

が
で

き
る

か
自

由
利

用
の

都
市

公
園

と
し

て
市

民
に

開
放

し
て

い
る

。

○
：
公

平
に

利
用

で
き

る
△

：
公

平
に

利
用

で
き

な
い

　
　

 場
合

が
あ

る
×

：
特

定
の

者
が

利
用

8
利

用
状

況
は

占
用

目
的

に
合

致
し

て
い

る
か

合
致

し
て

い
る

。
た

だ
し

占
用

箇
所

は
堤

防
の

上
を

公
園

区
域

と
し

て
い

る
た

め
，

川
ら

し
い

利
用

に
は

合
致

し
て

い
な

い
。

○
：
合

致
し

て
い

る
△

：
合

致
し

て
い

な
い

場
合

が
　

　
 あ

る
×

：
合

致
し

て
い

な
い

1
0

自
然

環
境

の
保

全
・
再

生

保
全

す
べ

き
動

植
物

な
ど

、
占

用
区

域
及

び
そ

の
付

近
の

自
然

環
境

で
配

慮
す

べ
き

事
項

を
把

握
し

て
い

る
か

（
例

）
貴

重
種

の
生

育
・
生

息
地

、
ヨ

シ
原

、
干

潟
、

野
鳥

の
営

巣
地

、
外

来
種

の
繁

殖
等

適
正

な
管

理
が

な
さ

れ
て

い
る

。
前

回
意

見
を

踏
襲

し
、

占
用

地
外

の
本

体
公

園
と

一
体

と
し

て
、

引
き

続
き

適
正

に
管

理
さ

れ
た

い
。

占
用

地
外

で
あ

る
が

、
隣

接
し

て
天

神
川

沿
い

の
ヤ

ナ
ギ

林
や

ケ
ヤ

キ
並

木
、

背
割

堤
の

桜
づ

つ
み

な
ど

、
歴

史
を

感
じ

ら
れ

る
独

特
の

景
観

が
形

成
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

豊
か

な
生

物
生

息
環

境
が

形
成

さ
れ

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

占
用

地
に

隣
接

し
て

い
ろ

い
ろ

な
魅

力
的

な
場

所
が

広
が

っ
て

い
る

こ
と

を
念

頭
に

、
関

係
各

機
関

と
連

携
し

、
看

板
の

設
置

な
ど

、
利

用
者

へ
の

周
知

に
つ

い
て

検
討

さ
れ

た
い

。

公
園

区
域

の
一

部
と

し
て

，
引

き
続

き
管

理
し

て
い

る
。

説
明

看
板

の
設

置
に

つ
い

て
は

検
討

中
。

占
用

区
域

内
に

は
配

慮
す

べ
き

事
項

が
な

い
。

○
：
把

握
し

て
い

る
△

：
調

査
中

×
：
連

携
し

て
い

な
い

1
6

適
正

な
利

用
不

許
可

の
工

作
物

は
設

置
さ

れ
て

い
な

い
か

設
置

し
て

い
な

い
。

○
：
設

置
さ

れ
て

い
な

い
△

：
設

置
さ

れ
る

場
合

が
あ

る
×

：
設

置
さ

れ
て

い
る

1
7

占
用

区
域

外
を

使
用

し
て

い
な

い
か

（
例

）
・
ト

イ
レ

、
道

具
入

れ
等

の
工

作
物

設
置

・
グ

ラ
ウ

ン
ド

、
駐

車
場

等
の

造
成

・
利

用
等

使
用

し
て

い
な

い
。

○
：
使

用
し

て
い

な
い

△
：
使

用
し

て
い

る
場

合
が

　
　

 あ
る

×
：
使

用
し

て
い

る

1
9

地
域

住
民

の
迷

惑
に

な
る

利
用

が
な

さ
れ

て
い

な
い

か
（
例

）
施

設
利

用
者

に
よ

る
ゴ

ミ
の

投
棄

、
車

両
通

行
や

路
上

駐
車

に
よ

る
交

通
問

題
、

騒
音

等

巡
視

を
行

っ
て

確
認

し
て

お
り

，
近

隣
住

民
か

ら
の

苦
情

も
な

い
。

○
：
迷

惑
な

利
用

は
な

い
△

：
迷

惑
に

な
る

場
合

が
あ

る
×

：
迷

惑
な

利
用

が
あ

る

2
0

利
用

状
況

を
ふ

ま
え

た
管

理
運

営
・
利

用
の

ル
ー

ル
を

定
め

て
い

る
か

当
該

公
園

に
関

す
る

特
別

な
管

理
規

制
は

定
め

て
い

な
い

。
一

般
的

な
公

園
管

理
に

適
用

す
る

法
律

・
条

例
等

に
則

っ
て

管
理

し
て

い
る

。

○
：
定

め
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
定

め
て

い
な

い

2
2

管
理

運
営

・
利

用
の

ル
ー

ル
は

施
設

利
用

者
及

び
管

理
運

営
者

に
周

知
し

て
い

る
か

公
園

内
に

設
置

す
る

看
板

に
よ

り
周

知
し

て
い

る
。

施
設

利
用

者
か

ら
の

問
合

せ
に

対
し

て
，

自
由

利
用

と
し

て
い

る
旨

を
説

明
し

て
い

る
。

○
：
定

め
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
定

め
て

い
な

い
、

又
は

　
　

 ル
ー

ル
を

定
め

て
い

な
い
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【参考資料】河川保全利用委員会レビュー 

（関連部分のみ抜粋） 
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「No.61 堤外児童公園(京都市)」

■過年度審議結果のレビュー

116

平成19年 委員会 新たな施設拡充等をせず、河川環境の保全・再生に引き続き配慮願いたい。
⇒ 今後も従来の利用及び維持管理を続けていく。

平成23年 委員会 占用地外の公園と一体的に、引き続き適正に管理いただきたい。
公園施設の歴史的な経緯がわかる説明看板等の設置を検討いただきたい。
児童公園らしいあり方も検討されたい。

【桂川】

平成29年 委員会 適正な管理がなされている。前回意見を踏襲し、占用地外の本体公園と一体として、引
き続き適正に管理されたい。

占用地外であるが、隣接して天神川沿いのヤナギ林やケヤキ並木、背割堤の桜づつみ
など、歴史を感じられる独特の景観が形成されている。また、豊かな生物生息環境が形
成されていると考えられる。占用地に隣接していろいろな魅力的な場所が広がっている
ことを念頭に、関係各機関と連携し、看板の設置など、利用者への周知について検討さ
れたい。

57



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

54．久世川原公園 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               記入者：京都市南部みどり管理事務所 神藤，石橋 
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                                     （占用者作成） 

位置図 

 

現況写真 

 

 

R3.10.22 占用者撮影 

標準断面 
― 

（堤内地） 

現在の 

利用形態 
・修景施設 

占用面積 239.97 ㎡ 

許可の 

経緯 

＜当初許可＞S61.12.1 

＜許可期限＞R5.5.31 

都市計画

の有無 

・都市公園 

堤内地・堤

防・堤外地 

 

堤内地 ・ 堤防 ・ 堤外地 
付帯施設

等 

・特になし 

特記事項 特になし 

前回審議

意見と 

対応 

前回審議の意見 前回審議意見の対応 

・引き続き、適正な管理と利活用に努められ
たい。 

・現状は本川との連続性がないが、隣接する
水路との一体的な活用の可能性などについ
て、検討されたい。 

・現状維持する。 
 
・隣接する水路との一体的な活用については，
今後公園の再整備等をする際には配慮した
い。 

 

番号 54.久世川原公園 占用目的 公園 許可受者 京都市 場所 右岸 10.2k-50m 

ランク:C  
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【チェックリスト】 
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Ｃ
ラ

ン
ク

案
件

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
様

式
記

入
者

：
神

藤
，

石
橋

（
京

都
市

南
部

み
ど

り
管

理
事

務
所

）
●

河
川

保
全

利
用

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
（
占

用
地

　
名

称
：
5
4
久

世
川

原
公

園
）

N
o

確
認

の
視

点
確

認
事

項
過

年
度

意
見

過
年

度
意

見
に

つ
い

て
の

対
応

と
進

捗
占

用
者

に
よ

る
確

認
河

川
管

理
者

に
よ

る
確

認
河

川
保

全
利

用
委

員
会

の
意

見
評

価
欄

評
価

区
分

備
考

1
占

用
の

必
要

性

自
治

体
等

が
策

定
す

る
計

画
に

当
該

施
設

の
位

置
づ

け
は

あ
る

か
※

計
画

名
を

挙
げ

た
う

え
、

具
体

的
な

記
載

箇
所

を
記

す
（
例

）
総

合
計

画
、

都
市

計
画

、
緑

の
基

本
計

画
等

都
市

公
園

（
街

区
公

園
）
の

一
部

で
あ

る
。

○
：
あ

る
△

：
検

討
中

×
：
な

い

2
避

難
場

所
等

の
防

災
上

の
位

置
づ

け
は

あ
る

か
（
例

）
地

域
防

災
計

画
等

避
難

所
と

し
て

の
位

置
づ

け
は

な
い

。

○
：
あ

る
△

：
検

討
中

×
：
な

い

3
堤

内
地

に
お

い
て

代
替

施
設

を
設

置
、

又
は

既
存

施
設

に
よ

り
機

能
を

代
替

す
る

計
画

は
あ

る
か

計
画

は
な

い
。

○
：
あ

る
△

：
検

討
中

×
：
な

い

7
占

用
目

的
特

定
の

利
用

者
・
団

体
に

限
定

せ
ず

、
公

平
な

利
用

が
で

き
る

か
自

由
利

用
の

中
で

苦
情

な
く
利

用
で

き
て

い
る

。

○
：
公

平
に

利
用

で
き

る
△

：
公

平
に

利
用

で
き

な
い

　
　

 場
合

が
あ

る
×

：
特

定
の

者
が

利
用

8
利

用
状

況
は

占
用

目
的

に
合

致
し

て
い

る
か

引
き

続
き

、
適

正
な

管
理

と
利

活
用

に
努

め
ら

れ
た

い
。

現
状

維
持

す
る

。
広

場
と

し
て

利
用

さ
れ

て
お

り
，

合
致

し
て

い
る

。

○
：
合

致
し

て
い

る
△

：
合

致
し

て
い

な
い

場
合

が
　

　
 あ

る
×

：
合

致
し

て
い

な
い

1
0

自
然

環
境

の
保

全
・
再

生

保
全

す
べ

き
動

植
物

な
ど

、
占

用
区

域
及

び
そ

の
付

近
の

自
然

環
境

で
配

慮
す

べ
き

事
項

を
把

握
し

て
い

る
か

（
例

）
貴

重
種

の
生

育
・
生

息
地

、
ヨ

シ
原

、
干

潟
、

野
鳥

の
営

巣
地

、
外

来
種

の
繁

殖
等

現
状

は
本

川
と

の
連

続
性

が
な

い
が

、
隣

接
す

る
水

路
と

の
一

体
的

な
活

用
の

可
能

性
な

ど
に

つ
い

て
、

検
討

さ
れ

た
い

。

隣
接

す
る

水
路

と
の

一
体

的
な

活
用

に
つ

い
て

は
，

今
後

公
園

の
再

整
備

等
を

す
る

際
に

は
配

慮
し

た
い

。

堤
内

地
の

街
区

公
園

と
し

て
の

環
境

を
呈

し
て

い
る

。

○
：
把

握
し

て
い

る
△

：
調

査
中

×
：
連

携
し

て
い

な
い

1
6

適
正

な
利

用
不

許
可

の
工

作
物

は
設

置
さ

れ
て

い
な

い
か

設
置

し
て

い
な

い
。

○
：
設

置
さ

れ
て

い
な

い
△

：
設

置
さ

れ
る

場
合

が
あ

る
×

：
設

置
さ

れ
て

い
る

1
7

占
用

区
域

外
を

使
用

し
て

い
な

い
か

（
例

）
・
ト

イ
レ

、
道

具
入

れ
等

の
工

作
物

設
置

・
グ

ラ
ウ

ン
ド

、
駐

車
場

等
の

造
成

・
利

用
等

使
用

し
て

い
な

い
。

○
：
使

用
し

て
い

な
い

△
：
使

用
し

て
い

る
場

合
が

　
　

 あ
る

×
：
使

用
し

て
い

る

1
9

地
域

住
民

の
迷

惑
に

な
る

利
用

が
な

さ
れ

て
い

な
い

か
（
例

）
施

設
利

用
者

に
よ

る
ゴ

ミ
の

投
棄

、
車

両
通

行
や

路
上

駐
車

に
よ

る
交

通
問

題
、

騒
音

等

巡
視

を
行

っ
て

確
認

し
て

お
り

，
近

隣
住

民
か

ら
の

苦
情

も
な

い
。

○
：
迷

惑
な

利
用

は
な

い
△

：
迷

惑
に

な
る

場
合

が
あ

る
×

：
迷

惑
な

利
用

が
あ

る

2
0

利
用

状
況

を
ふ

ま
え

た
管

理
運

営
・
利

用
の

ル
ー

ル
を

定
め

て
い

る
か

当
該

公
園

に
関

す
る

特
別

な
管

理
規

制
は

定
め

て
い

な
い

。
一

般
的

な
公

園
管

理
に

適
用

す
る

法
律

・
条

例
等

に
則

っ
て

管
理

し
て

い
る

。

○
：
定

め
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
定

め
て

い
な

い

2
2

管
理

運
営

・
利

用
の

ル
ー

ル
は

施
設

利
用

者
及

び
管

理
運

営
者

に
周

知
し

て
い

る
か

公
園

内
に

設
置

す
る

看
板

に
よ

り
周

知
し

て
い

る
。

施
設

利
用

者
か

ら
の

問
合

せ
に

対
し

て
，

自
由

利
用

と
し

て
い

る
旨

を
説

明
し

て
い

る
。

○
：
定

め
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
定

め
て

い
な

い
、

又
は

　
　

 ル
ー

ル
を

定
め

て
い

な
い

61



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考資料】河川保全利用委員会レビュー 

（関連部分のみ抜粋） 
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「No.54 久世川原公園(京都市)」

■過年度審議結果のレビュー

102

平成19年 委員会 施設の利用及び維持管理にあたっては、新たな施設拡充等の行為を行うことなく、河川
環境の保全・再生に引き続き配慮願いたい。

⇒ 堤内地公園であるので河川や河川環境への影響が少ない施設である。今後も従来の
利用及び維持管理を続けていくものと考えている。

平成23年 委員会

平成28年 委員会

幼児が利用できる公共空間でのコミュニティの確保も意識し、引き続き適正に管理いた
だきたい。

引き続き、適正な管理と利活用に努められたい。

現状は本川との連続性がないが、隣接する水路との一体的な活用の可能性などについ
て、検討されたい。

占用期間は5年とし、委員会において経過の確認を行う。

【桂川】
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64.久我橋東詰公園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
記入者：上田佳史（京都市文化市民局市民スポーツ振興室） 
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番号 64.久我橋東詰公園 占用目的 公園 許可受者 京都市 場所 
左岸 6.4k+110m～

8.4k+97m 

１．施設の概要                                (占用者作成) 

位置図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現況写真  

 

現在の 
利用形態 

・サッカー場１面、多目的グラウンド１

面、フットサル場３面、テニスコート

８面、少年サッカー場２面、修景･園

路･休憩施設等 

都市計画 
の有無 

有（京都市緑の基本計画による都市公

園の面積に含まれている。） 

占用面積 105,968.56 ㎡ 付帯施設等 
ラグビーポール 1対、フットサルゴー

ル 3基、移動式公衆トイレ 3基、テニ

ス防球ネット(起倒式は除く) 

許可の経緯 
＜当初許可＞ H9.4.8 

＜許可期限＞ R5.3.31 
利用者数 

平成 28 年度 約 35,000 人 
平成 29 年度 約 30,000 人 
平成 30 年度 約 14,000 人 
令和元年度 約 27,000 人 
令和 2年度 約 33,000 人 

堤内地･ 
堤外地 

堤内地 ・ 堤防 ・ 堤外地 

周辺の 
土地利用の

状況 

・堤内側には下水処理場、工場等が隣接している 

・堤外側の上流側は耕作地，下流側は堤防地の約半分が耕作地と残り半分が自然の河原となっ

ている。 

関連諸計画

における 
占用地の 
位置付け 

・京都市緑の基本計画による都市公園の整備面積に含まれている。 

その他 
特記事項 

・市内に球技場施設が少ないとの指摘を受け,河川敷を国土交通省より占用し，平成 10 年に開

設した。 

・直近の冠水状況 平成 25 年 9 月 16 日 復旧整備費用 1億 1739 万円・利用停止 6.5 箇月 

    整備内容:ゴミ撤去,真砂土補充,表層敷き均し等 

         平成 26 年 8 月 10 日 復旧整備費用 5319 万円・利用停止 7.5 箇月 

    整備内容:ゴミ撤去,真砂土補充,表層敷き均し等 

         平成 27 年 7 月 18 日 復旧整備費用 550 万円・利用停止 4.5 箇月 

    整備内容:真砂土補充,表層敷き均し等 

         平成 28 年 9 月 20 日 復旧整備費用 605 万円・利用停止 1箇月 

    整備内容:真砂土補充,表層敷き均し等 

         平成 29 年 10 月 22 日 復旧整備費用 2829 万円・利用停止 4箇月 

    整備内容:真砂土補充,表層敷き均し等 

         平成 30 年 7 月 5～7日 復旧整備費用 8298 万円・利用停止 9箇月 

    整備内容:真砂土補充,表層敷き均し等 

・令和 2年度利用率 

サッカー場 23.7％，少年サッカー場 19.5％，フットサル場 7.9％ 

多目的グラウンド 17.6％，テニスコート 23.8％   

ランク：A 
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ランク：A 
 

番号 64.久我橋東詰公園 占用目的 公園 許可受者 京都市 場所 
左岸 6.4k+110m～

8.4k+97m 

２．施設の現状                                (占用者作成) 

占用の 
必要性 

・本市は都市特性から大規模な公園緑地が少なく，市民１人当たりの公園面積は，目標値（都

市公園法より）10.0 ㎡であるところ，令和 2年度末現在で 5.13 ㎡に留まっている。特に，

球技場施設は不足しており需要に応じるだけの絶対数が無い状況であり，近年，河川増水に

よる冠水被害を受けた際には，早期の復旧を望む声が寄せられることから，今後もスポーツ・

レクレーション用施設としての河川占用を希望する。 

管理状況 

・管理主体 ：京都市 

・指定管理者：横大路スポーツネットワーク（公益財団法人京都市スポーツ協会，近建ビル管

理株式会社，美津濃株式会社及びイオンディライト株式会社で構成する共同事業体） 

利用状況 
・利用規則の有無    ：有（京都市都市公園条例） 

・排他独占利用の有無  ：無（申込制，有料） 

・申請内容と異なる利用等：無 

前回審議の

意見と対応 

前回審議の意見 前回審議意見の対応 

・上流側は運動施設として利用されている

が、下流側には豊かな自然環境がある。下

流側において、自然環境と触れ合えるよう

な利用が推進できると良い。場所ごとの河

川特性を活かした利用が望まれる。 

・草刈りせずに放置する場所と、人々の利用

のために草を刈る場所のエリアを分け、草

地を利用する生物の生息場となる場所を

部分的に残せると良い。 

・グラウンド及びコート以外の部分は，自由
利用可能な公園として開放している。場所
ごとの差異に応じた施設配置とはなってい
ないが，水辺に近いオープンスペースの活
用方法について環境部局に相談，検討して
いる。 

・グラウンド及びコートの周辺については利
用の際の利便性確保のため短く刈りこむも
のとし，それ以外の箇所については草刈の
頻度や程度を抑えることを基本方針として
いる。 

環境保全 
に向けて 
申請者の 
取り組み 

・保全区域の自然環境啓発看板による周知 
・管理人による監視の強化 

その他 
・長期的展望：堤内地での同等規模のグラウンド確保は困難であり，引き続き河川占用を希望

する。 
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ランク：A 
 

番号 64.久我橋東詰公園 占用目的 公園 許可受者 京都市 場所 
左岸 6.4k+110m～

8.4k+97m 

３．施設の自然環境的状況                        （河川管理者作成） 

占用地及び周辺の 

自然環境 

・占用地は、上下流に非常に長く、グラウンド、テニスコート、公園整備など

が行われている。 

・堰の下流に点在する中州にはセイタカヨシを主体とし、ヤナギ類が混在する

ヨシ原が分布する。 

・占用地の上下流の河川敷はセイタカアワダチソウ群落や畑地雑草群落を主体

とした乾燥した草地となっている。 

・堰が連続して設けられ、堰の上流は湛水域に、堰の下流には平瀬、中州が存

在する。また、堰の下流では一部ワンド状になっている部分がある。 

・自然河岸がほとんどで、人工護岸は橋梁、堰の上下流などに限られる。 

・占用地の川側にはフェンスが設置されている。 

・久我橋下流の背後地は、西高瀬川の合流点にあたり、下流部は農地、上流部

は工場である。 

・久我橋と名神高速の間の背後地は、工場及び塔の森公園である。 

・名神高速上流の背後地は、工場である。 

・久我橋付近の対岸の竹林でサギ類の集団繁殖地が確認されていたが、現在は

確認できない。 

・オオヨシキリやセッカといったヨシ原や草地に生息する鳥類やカワウ、カル

ガモカワセミといった水面を利用する鳥類が確認されている。 

自然環境上重要な場所 

・久我橋下流などに見られる中州のヨシ原はオオヨシキリ等のヨシ原に依存す

る種の生息環境となっている。 

・低水路には多様な水辺環境が存在し、カワセミをはじめとする水鳥類や様々

な水生生物の生息環境となっていると考えられる。 

水際の 

状況 

水域までの

距離 

・占用区域から高水敷ののり肩までの距離：約 6ｍ 

・高水敷ののり肩から水域までの距離：約 4ｍ 

・橋梁部、堰の上下流を除いてはほとんどが自然河岸である。 

・上流の湛水部の水際にはヤナギなども見られる。 

水面との 

高低差 

・2ｍ 

・冠水実績：平成 23 年 5月 29 日台風 2号により冠水被害 

平成 23 年 9月 21 日台風 15 号により冠水被害 

平成 24 年 7月 15 日集中豪雨により冠水被害 

平成 25 年 9月 16 日台風 18 号により冠水被害 

平成 26 年 8月 10 日台風 11 号により冠水被害 

      平成 27 年 7 月 18 日台風 11 号により冠水被害 

      平成 28 年 9 月 20 日台風 16 号により冠水被害 

      平成 29 年 10 日 22 日台風 21 号により冠水被害 

      平成 30 年 7月 5～7日集中豪雨により冠水被害 

環境面から見た 

望ましい利用方針 

・久我橋下流の中洲、上流の湛水域は鳥類などにとっての重要な生息場であると考えら

れることから、特に、春～秋にかけての生物の繁殖期には生物の忌避行動につながる

ような行為（多くの人が集まる、大きな音が出るなど）は避けた方がよい。 

・オオヨシキリの繁殖期（５月～８月）にはヨシ原に立ち入らないよう周知する。 

・ヒバリやセッカといった鳥類の繁殖期（４月～９月）には頻繁な草刈は行わない。 

・昆虫等の生息域となる自然環境を広げるために、管理区域等の草地の刈り残しを図る。 

・カワセミの止まり場となる水際の植生を保全する。 

・利用範囲の認知のために、占用範囲を看板、標識等により明示する。 

・環境啓発看板を設置し、利用者に周辺の貴重な環境を周知し、占用地及び周辺での利

用のあり方や環境保全への意識向上を図る。 

・環境啓発の一環として、利用施設周辺の清掃を行う。 

・利用者の河川の環境保全に関する意識向上を目的として、河川レンジャーと連携した

環境教育のあり方を検討する。 
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ランク：A 
 

番号 64.久我橋東詰公園 占用目的 公園 許可受者 京都市 場所 
左岸 6.4k+110m～

8.4k+97m 

４．占用許可期間の更新についての意見                   （委員会作成） 
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ランク：A 
 

番号 64.久我橋東詰公園 占用目的 公園 許可受者 京都市 場所 
左岸 6.4k+110m～

8.4k+97m 

５．委員会の審議内容に関わる現況写真                （写真撮影者：占用者） 

(平面図) 
 

 
 

(断面図：7.6k)                               平成 26 年 3 月測量 
  

 
 
 

   
①グラウンド（名神高速道路の上流側）          ②駐車場（名神高速道路の上流側） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
          令和 3 年 10 月 18 日（月）撮影               令和 3 年 10 月 18 日（月）撮影 
  

① 

② 
③ 

④ ⑤ 

⑥ 
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ランク：A 
 

番号 64.久我橋東詰公園 占用目的 公園 許可受者 京都市 場所 
左岸 6.4k+110m～

8.4k+97m 

                (写真撮影者：占用者) 

③テニスコート付近（久我橋の上流側）          ④公園への進入路（久我橋の下流側） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

           令和 3 年 10 月 18 日（月）撮影              令和 3 年 10 月 18 日（月）撮影 
⑤フットサル場（久我橋の下流側）            ⑥多目的グラウンド（久我橋の下流側） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           令和 3 年 10 月 18 日（月）撮影              令和 3 年 10 月 18 日（月）撮影 
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で
き

る
△

：
公

平
に

利
用

で
き

な
い

　
　

 場
合

が
あ

る
×

：
特

定
の

者
が

利
用

8
利

用
状

況
は

占
用

目
的

に
合

致
し

て
い

る
か

占
用

目
的

は
公

園
で

あ
り

，
合

致
し

て
い

る
。

○
：
合

致
し

て
い

る
△

：
合

致
し

て
い

な
い

場
合

が
　

　
 あ

る
×

：
合

致
し

て
い

な
い

9
連

携
体

制
「
川

ら
し

い
利

用
、

川
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

利
用

」
に

関
す

る
取

組
に

つ
い

て
、

施
設

利
用

者
や

地
域

住
民

、
市

民
団

体
等

と
連

携
し

て
い

る
か

環
境

政
策

局
環

境
管

理
課

か
ら

生
物

多
様

性
保

全
に

関
す

る
資

料
を

入
手

し
た

際
は

，
指

定
管

理
者

に
情

報
提

供
し

，
利

用
者

に
周

知
し

て
も

ら
っ

て
い

る
。

○
：
連

携
し

て
い

る
△

：
検

討
中

×
：
連

携
し

て
い

な
い

1
0

自
然

環
境

の
保

全
・
再

生

保
全

す
べ

き
動

植
物

な
ど

、
占

用
区

域
及

び
そ

の
付

近
の

自
然

環
境

で
配

慮
す

べ
き

事
項

を
把

握
し

て
い

る
か

（
例

）
貴

重
種

の
生

育
・
生

息
地

、
ヨ

シ
原

、
干

潟
、

野
鳥

の
営

巣
地

、
外

来
種

の
繁

殖
等

自
然

環
境

で
配

慮
す

べ
き

事
項

を
把

握
し

，
鳥

類
の

表
示

を
行

っ
て

い
る

。

○
：
把

握
し

て
い

る
△

：
調

査
中

×
：
連

携
し

て
い

な
い

1
1

占
用

区
域

及
び

そ
の

付
近

に
お

い
て

、
水

位
変

動
に

よ
り

冠
水

・
撹

乱
さ

れ
る

区
域

を
把

握
し

て
い

る
か

桂
観

測
所

の
水

位
が

＋
3
.3

ｍ
を

超
え

る
付

近
で

久
我

橋
よ

り
下

流
側

の
区

域
か

ら
冠

水
し

始
め

る
。

台
風

の
規

模
・
影

響
等

を
注

視
し

，
勢

力
が

強
い

場
合

や
水

位
が

+
2
.5

m
を

超
え

そ
う

な
場

合
に

撤
去

し
て

お
り

，
基

本
，

前
日

ま
で

に
撤

去
し

て
い

る
。

○
：
把

握
し

て
い

る
△

：
調

査
中

×
：
連

携
し

て
い

な
い

72



Ａ
ラ

ン
ク

案
件

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
様

式
（
2
/
2
）

記
入

者
：
上

田
佳

史
（
京

都
市

文
化

市
民

局
市

民
ス

ポ
ー

ツ
振

興
室

）
●

河
川

保
全

利
用

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
（
占

用
地

　
名

称
：
6
4
久

我
橋

東
詰

公
園

）
N

o
確

認
の

視
点

確
認

事
項

過
年

度
意

見
過

年
度

意
見

に
つ

い
て

の
対

応
と

進
捗

占
用

者
に

よ
る

確
認

河
川

管
理

者
に

よ
る

確
認

河
川

保
全

利
用

委
員

会
の

意
見

評
価

欄
評

価
区

分
備

考

1
2

施
設

整
備

は
河

川
の

生
態

系
の

連
続

性
（
縦

断
方

向
及

び
横

断
方

向
）
の

確
保

な
ど

自
然

環
境

に
配

慮
し

て
い

る
か

（
例

）
水

際
部

に
緩

衝
緑

地
を

設
置

等

草
刈

り
せ

ず
に

放
置

す
る

場
所

と
、

人
々

の
利

用
の

た
め

に
草

を
刈

る
場

所
の

エ
リ

ア
を

分
け

、
草

地
を

利
用

す
る

生
物

の
生

息
場

と
な

る
場

所
を

部
分

的
に

残
せ

る
と

良
い

。

グ
ラ

ウ
ン

ド
及

び
コ

ー
ト

の
周

辺
に

つ
い

て
は

利
用

の
際

の
利

便
性

確
保

の
た

め
短

く
刈

り
こ

む
も

の
と

し
，

そ
れ

以
外

の
箇

所
に

つ
い

て
は

草
刈

の
頻

度
や

程
度

を
抑

え
る

こ
と

を
基

本
方

針
と

し
て

い
る

。

配
慮

し
て

い
る

。
（
占

用
地

と
水

辺
の

間
に

緩
衝

的
な

空
間

を
確

保
し

て
い

る
。

）

○
：
配

慮
し

て
い

る
△

：
検

討
中

×
：
配

慮
し

て
い

な
い

1
3

管
理

運
営

は
占

用
区

域
及

び
そ

の
付

近
の

自
然

環
境

の
保

全
・
再

生
に

配
慮

し
て

い
る

か
（
例

）
投

棄
さ

れ
た

ゴ
ミ

の
収

集
、

除
草

時
の

水
際

部
刈

り
残

し
、

野
鳥

の
営

巣
時

期
の

利
用

制
限

等

配
慮

し
て

い
る

。
野

生
生

物
保

護
の

啓
発

看
板

を
設

置
す

る
と

と
も

に
，

指
定

管
理

者
に

よ
る

監
視

を
行

い
，

投
棄

さ
れ

た
ゴ

ミ
等

を
撤

去
し

て
い

る
。

○
：
配

慮
し

て
い

る
△

：
検

討
中

×
：
配

慮
し

て
い

な
い

1
4

施
設

利
用

者
に

占
用

区
域

及
び

そ
の

付
近

の
自

然
環

境
に

関
す

る
情

報
発

信
、

注
意

喚
起

は
行

っ
て

い
る

か
（
例

）
情

報
板

設
置

に
よ

る
環

境
配

慮
へ

の
啓

発
等

上
流

側
は

運
動

施
設

と
し

て
利

用
さ

れ
て

い
る

が
、

下
流

側
に

は
豊

か
な

自
然

環
境

が
あ

る
。

下
流

側
に

お
い

て
、

自
然

環
境

と
触

れ
合

え
る

よ
う

な
利

用
が

推
進

で
き

る
と

良
い

。
場

所
ご

と
の

河
川

特
性

を
活

か
し

た
利

用
が

望
ま

れ
る

。

グ
ラ

ウ
ン

ド
及

び
コ

ー
ト

以
外

の
部

分
は

，
自

由
利

用
可

能
な

公
園

と
し

て
開

放
し

て
い

る
。

場
所

ご
と

の
差

異
に

応
じ

た
施

設
配

置
と

は
な

っ
て

い
な

い
が

，
水

辺
に

近
い

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

の
活

用
方

法
に

つ
い

て
環

境
部

局
に

相
談

，
検

討
し

て
い

る
。

野
生

生
物

保
護

の
啓

発
看

板
を

設
置

す
る

と
と

も
に

，
環

境
政

策
局

環
境

管
理

課
か

ら
生

物
多

様
性

保
全

に
関

す
る

資
料

を
入

手
し

た
際

は
，

指
定

管
理

者
に

情
報

提
供

し
，

利
用

者
に

周
知

し
て

も
ら

っ
て

い
る

。

○
：
行

っ
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
行

っ
て

い
な

い

1
5

占
用

区
域

及
び

そ
の

付
近

の
自

然
環

境
を

活
か

し
た

環
境

学
習

・
保

全
活

動
を

行
っ

て
い

る
か

環
境

管
理

課
に

は
委

員
会

で
の

指
摘

内
容

を
共

有
す

る
と

と
も

に
，

環
境

学
習

の
場

所
と

し
て

の
活

用
に

つ
い

て
相

談
を

行
っ

た
が

，
他

に
環

境
学

習
に

適
し

た
場

所
が

あ
る

と
の

こ
と

で
実

現
に

至
っ

て
い

な
い

。

○
：
行

っ
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
行

っ
て

い
な

い

1
6

適
正

な
利

用
不

許
可

の
工

作
物

は
設

置
さ

れ
て

い
な

い
か

設
置

さ
れ

て
い

な
い

。
○

：
設

置
さ

れ
て

い
な

い
△

：
設

置
さ

れ
る

場
合

が
あ

る
×

：
設

置
さ

れ
て

い
る

1
7

占
用

区
域

外
を

使
用

し
て

い
な

い
か

（
例

）
・
ト

イ
レ

、
道

具
入

れ
等

の
工

作
物

設
置

・
グ

ラ
ウ

ン
ド

、
駐

車
場

等
の

造
成

・
利

用
等

使
用

し
て

い
な

い
。

○
：
使

用
し

て
い

な
い

△
：
使

用
し

て
い

る
場

合
が

　
　

 あ
る

×
：
使

用
し

て
い

る

1
8

占
用

施
設

及
び

そ
の

利
用

者
が

自
然

観
察

や
水

面
利

用
（
カ

ヌ
ー

、
釣

り
等

）
な

ど
を

行
う

河
川

利
用

者
の

水
辺

へ
の

ア
ク

セ
ス

の
支

障
に

な
っ

て
い

な
い

か

支
障

は
な

い
。

○
：
支

障
は

な
い

△
：
支

障
に

な
る

場
合

が
あ

る
×

：
支

障
が

あ
る

1
9

地
域

住
民

の
迷

惑
に

な
る

利
用

が
な

さ
れ

て
い

な
い

か
（
例

）
施

設
利

用
者

に
よ

る
ゴ

ミ
の

投
棄

、
車

両
通

行
や

路
上

駐
車

に
よ

る
交

通
問

題
、

騒
音

等

迷
惑

な
利

用
は

な
い

。
○

：
迷

惑
な

利
用

は
な

い
△

：
迷

惑
に

な
る

場
合

が
あ

る
×

：
迷

惑
な

利
用

が
あ

る

2
0

利
用

状
況

を
ふ

ま
え

た
管

理
運

営
・
利

用
の

ル
ー

ル
を

定
め

て
い

る
か

定
め

て
お

り
，

現
地

看
板

に
て

周
知

し
て

い
る

。

○
：
定

め
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
定

め
て

い
な

い

2
1

管
理

運
営

・
利

用
の

ル
ー

ル
に

自
然

環
境

の
保

全
・
再

生
に

関
す

る
事

項
は

定
め

て
い

る
か

定
め

て
お

り
，

現
地

看
板

に
て

周
知

し
て

い
る

。

○
：
定

め
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
定

め
て

い
な

い
、

又
は

　
　

 ル
ー

ル
を

定
め

て
い

な
い

2
2

管
理

運
営

・
利

用
の

ル
ー

ル
は

施
設

利
用

者
及

び
管

理
運

営
者

に
周

知
し

て
い

る
か

現
地

看
板

に
て

周
知

し
て

い
る

。

○
：
定

め
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
定

め
て

い
な

い
、

又
は

　
　

 ル
ー

ル
を

定
め

て
い

な
い
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【参考資料】 
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カ ルテおよびチェ ッ ク リ スト 作成にかかる他部局と の調整経緯 

 

・  建設局みどり 政策推進室 

  平成 37 年（ 令和 7 年） を目標年次と する「 京都市緑の基本計画」 において， 都市公園

の整備面積に含まれており ， 市民 1 人あたり の公園面積を平成 20 年度末 4. 68 ㎡から 10

㎡と するこ と を目標と し ている。 こ のため， 令和 2 年度末現在の整備面積を みどり 政策

推進室に確認し た（ 令和 2 年度末整備面積 5. 13 ㎡/人）。  

 

・  環境政策局環境企画部環境管理課 

  京都市における動植物の保全に関係する計画と し て， 環境管理課が令和 3 年 3 月に「 京都市

生物多様性プラ ン」 を策定し ており ， 水辺の整備や環境学習機会の充実等を 謳っ ている。 河川

敷公園において環境保全が課題と なっ ている こ と を共有し たう えで， こ れまでの連携について

確認すると と も に， プラ ンに基づく 今後の取り 組みについて相談し ている。  
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利用者数の把握方法 

 

利用者が施設の予約時に登録し た利用人数を集計し た。  
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【参考資料】河川保全利用委員会レビュー 

（関連部分のみ抜粋） 
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「No.64 久我橋東詰公園(京都市)」

■過年度審議結果のレビュー

119

平成19年 委員会 占用申請にない駐車場の利用については、利用実態を把握するとともに、必要台数・整
備及び維持管理のあり方等を河川管理者と協議し、次回更新時に新たに申請すること。

⇒ 駐車場はバリケードで常時は車両が通行できないようにしている。催し物等で占用申
請の駐車場で収まらない場合は主催者と打合せし、指導していく。

バーベキュー等の迷惑行為については監視を行い是正するとともに、利用者のマナー
向上に向け周知を行うこと。

⇒ 火気使用禁止等の看板の設置や園内巡視などを強化する。
人と川とのつながりが深まるような利用と管理のあり方を検討していただきたい。
⇒ 重要な自然環境であると認識し、保全啓発看板の設置を行っていきたい。
堤内地でのグラウンド確保も含めた利用のあり方の検討をお願いしたい。
⇒ 堤内地でのグラウンド確保は大変困難であり、川側の自然環境の保全を徹底する。

平成21年 委員会 駐車場の舗装は、改修時に透水性や土がみえる構造にするなどの検討を行っていただ
きたい。

⇒ 駐車上の舗装は、次期改修時に検討を行う。
水際の植生帯の機能を高める管理のしくみを検討していただきたい。

⇒ 水際の植生帯は占用区域外であるが、意見を参考に自然環境に影響がないように努
めたい。

スポーツ利用と併せて環境学習を促進できるような工夫を検討いただきたい。
⇒ 指定管理者と連携しスポーツ利用に併せて、環境学習が促進できるよう検討を行う。

【桂川】

「No.64 久我橋東詰公園(京都市)」

■過年度審議結果のレビュー

120

駐車場の舗装は、透水性や土がみえる構造にするなどの検討を行っていただきたい。
⇒ 次期改修時に駐車場の舗装について検討を行う。
水際との間の植生帯の機能を高める維持管理のしくみを国と市で検討していただきたい

⇒ 植生帯は占用区域外である。ご意見を参考にしたい。良好な水辺空間の利用について、
国と市の今後の課題としたい。

占用地周辺の柵を不連続にするなど、水辺へのアクセスの向上について検討していた
だきたい。

利用ルールの看板で水際利用を禁止しているが、注意喚起の内容への変更を検討され
たい。運動公園でなく河川敷公園として意識することが重要であり、看板にも反映された
い。

⇒ 緊急治水対策後に看板類を一新し、啓発することを国と市の課題をしたい。

看板の「サギの集団繁殖地」はなくなっており、繁殖地の復元なども期待する形で、環境
学習への活用も検討いただきたい。

平成26年 委員会 市内部及び国と市の連携により、川にすむ鳥や魚などの生き物を知ることができる環境
学習の場としての活用も意識されたい。

生き物情報の看板は、周知したい内容を明確に表現していただきたい。
生き物との共存、冠水対策として、草地を残すことが大切であることを意識されたい。

前回の柵を不連続にする意見について、出水後の水際をみると、連続した柵は必要であ
ると考えられる。

平成24年 委員会

【桂川】
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「No.64 久我橋東詰公園(京都市)」

■過年度審議結果のレビュー

121

上流側は運動施設として利用されているが、下流側には豊かな自然環境がある。下流
側において、自然環境と触れ合えるような利用が推進できると良い。場所ごとの河川特
性を活かした利用が望まれる。

草刈りせずに放置する場所と、人々の利用のために草を刈る場所のエリアを分け、草地
を利用する生物の生息場となる場所を部分的に残せると良い。

平成30年 委員会

【桂川】
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51.大山崎町桂川河川敷公園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
記入者：大山崎町環境事業部建設課  

   

81



    

番号 
51.大山崎町桂川

河川敷公園 
占用目的 公園 許可受者 大山崎町 場所 右岸 0.0k～0.4km 付近 

１．施設の概要                                (占用者作成) 

位置図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現況写真 

 

 

 

現在の 
利用形態 

・野球場１面、テニスコート４面、陸上

施設(200m トラック)、修景･園路･休

憩施設等 

都市計画 
の有無 

都市計画緑地：３号桂川緑地 

S46.2.5(当初)H22.2.5(変更) 

592.7ha(大山崎町地内 104ha) 

占用面積 32,440.45 ㎡ 付帯施設等 

便所（可動式）２基 

手洗いタンク（1.5 ㎥）1基 

ベンチ（可搬式）23 基 

バックネット(可搬式)１基 

外野バックネットフェンス(可動式) 

（外野バックネットフェンス以外は洪

水時堤内地へ搬出） 

許可の経緯 
＜当初許可＞ S52.1.10 

＜許可期限＞ R5.3.31 

利用者数 

平成 28 年度 7,925 人 

平成 29 年度 6,026 人 

平成 30 年度 5,311 人 

令和元年度 4,598 人 

令和２年度 3,309 人 

（緊急事態宣言等による閉鎖期間有） 

堤内地･ 
堤外地 

堤内地 ・ 堤防 ・ 堤外地 

周辺の 

土地利用の状況 

・竹林が隣接している。 

・堤内地側は工場等が立地する市街地。 

・占用地上流側は国営淀川河川公園・下流側は景観保全地区及び自然地区。 

関連諸計画

における 
占用地の 
位置付け 

・大山崎町第 4 次総合計画「大山崎町まちづくりビジョン 2025」基本構想 後期基本計画（令

和３年３月）では「自然と調和した豊かなまち」をめざす姿とし、河川の有効活用について

「防災空間や町民のレクリエーションの場、そして生活環境や都市環境にうるおいとやすら

ぎをもたらす貴重なオープンスペースとして活用されるだけでなく、野鳥等の稀少な生き物

も生息していることから、都市環境と調和した貴重なスペースとして有効に活用していく必

要があります」と位置づけられている。 

・大山崎町都市計画マスタープランでは「国営淀川河川公園と連携しながら、水辺の環境を保

全し、また、自然共生型のレクリエーション、各種スポーツ、身近な健康づくり等の場とし

て利用を促進します。」と位置つけられている。 

・地域防災計画ではヘリコプター発着予定地点として位置つけされている。 

その他 
特記事項 

・Ｓ52 年許可時、陸上競技トラック他整備に伴い面積増（当初 9,657.3 ㎡） 

・Ｓ58 年許可時、側溝構造変更に伴い面積減 

・使用方法に関する事項を定め、利用者はこれに従って利用申込が必要 

・自動車の乗入れは許可制 

・Ｈ23 年許可時、緊急用河川敷道路の設置に伴い面積減（現在の面積になる） 
  

ランク：A 

グラウンド 

ちびっこ広場 

令和 3 年 10 月 11 日占用者撮影 
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ランク：A 
 

番号 
51.大山崎町桂川

河川敷公園 
占用目的 公園 許可受者 大山崎町 場所 右岸 0.0k～0.4km 付近 

２．施設の現状                                (占用者作成) 

占用の 
必要性 

・大山崎町は、山と川に挟まれた、狭隘な地勢であり、不足している運動公園を堤内地に求め

る事は、事実上不可能な状態である。これを解消する為、桂川河川敷に運動公園を設置する

事により、不足している運動公園が確保できるだけでなく、地域住民が河川に親しみ理解を

深めることができ、健康増進をはかることができる。 

・施設利用として年間野球場約１００回（主に土日祝の利用）などと利用回数も多く、大人か

ら子どもまで河川敷公園をホームグランドとして活動されているスポーツ団体が多数おら

れる。 

管理状況 

・管理主体 ：大山崎町が管理（単年度契約による業務委託契約により、管理を業者に

委託している） 

・管理規則の有無 ：有（桂川河川敷公園維持管理規則（案）で平常の維持管理や出水時にお

ける管理体制などの事項を明記） 

・管理内容 ：管理業務委託内容は園内清掃、野球場整備、テニスコート整備除草は人

力で行っている施設利用についてはシルバー人材センターから派遣さ

れた管理人によって常駐管理を行っている。 

利用状況 
・利用規則の有無  ：有（施設の使用方法に関する事項、現地に表示看板あり） 

・排他独占利用の有無 ：無（上記による申込制） 

・申請内容と異なる利用等 ：無 

前回審議の

意見と対応 

前回審議の意見 前回審議意見の対応 

・運動公園と、小泉川の魚道から桂川合流部

付近までの水辺を連続して利用すること

を期待していた。 

・魚道から合流部まで、距離が長く広範囲とな
るため、新たな整備計画や将来的な維持管理
を実施する体制づくりをどのようにするか
など課題が多い。 

・環境 NPO と協力して「ヒメボタル鑑賞会」

などを実施していることは評価できる。今

後、さらに活動を広げていくことができる

と良い。 

・ヒメボタルの生息環境を維持しながら、引き
続きNPOと鑑賞会を実施していきたい。 

・河川の自然の中でスポーツを楽しめる場と

なっており、良好な管理がなされている。 

・自然環境を保持しつつ、都市環境と調和した
貴重なスペースをこれからも有効に活用し
ていきたい。 

環境保全 
に向けて 
申請者の 
取り組み 

・長期的展望 ：「大山崎町緑の基本計画」に河川敷空間も含めて桂川（淀川）

と一体となった雄大な水辺空間を位置付け、自然環境保全に努

める 

・利用者への環境保全の周知 ：利用方法を現地に表示し、環境保全の周知をはかる 

・環境イベント等 ：5月の中旬に町と環境団体がヒメボタルの鑑賞会開催 

：毎年１１～１２月、大山崎小学校のマラソン大会 

（小学校より徒歩で堤防を通り、河川敷公園に入場することに

より、川と河川敷を身近に感じ河川環境への意識を高める） 

その他 
・特になし 
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ランク：A 
 

番号 
51.大山崎町桂川

河川敷公園 
占用目的 公園 許可受者 大山崎町 場所 右岸 0.0k～0.4km 付近 

３．施設の自然環境的状況                        （河川管理者作成） 

占用地及び周辺の 

自然環境 

・占用地はスポーツグラウンド、休憩施設などが整備されている。 

・三川合流点の右岸に位置し、上流側から小泉川が合流している。 

・水際のうち、小泉川部分は階段護岸などで、ほかは自然河岸となっている。 

・澪筋の流水部は狭く深いが、ワンド状の止水環境があり、水際は低木ヤナギ

などで多様な環境がある。 

・小泉川の落差工には魚道が整備されている。 

・堤防側は、上流部が竹林主体、下流部が高木の河畔林である。 

・河川側の高水敷は草地で、セイタカアワダチソウ群落が目立つ。低水敷には

ヨシなどが見られる。 

・部分的に高木も見られる。 

・やや離れるが上流にはサギ類の集団営巣地がある。 

・背後地は流通倉庫などで、民家は近くにはない。 

自然環境上重要な場所 

・水際は三川合流部にあたり、ワンドやたまりなどの多様な環境があり、水生

生物などにとって貴重な場所である。 

・重要な種として鳥類ではオオヨシキリ等、植生ではカワヂシャ等が確認され

ている。 

・大規模な河畔林は、鳥類などにとって重要な環境である。 

・隣接する竹林にヒメボタルが生息している。 

水際の 

状況 

水域までの

距離 

・水際は三川合流部にあたり、ワンドやたまりなどの多様な環境があり、水生

生物などにとって貴重な場所である。 

・重要な種として鳥類ではオオヨシキリ等、植生ではカワヂシャ等が確認され

ている。 

・大規模な河畔林は、鳥類などにとって重要な環境である。 

・隣接する竹林にヒメボタルが生息している。 

水面との 

高低差 

・約 6ｍ 

・冠水実績：近年では、平成 25 年台風 18 号により冠水している。 

環境面から見た 

望ましい利用方針 

・水際周辺には貴重な植生なども多く、多様な環境が維持されていることから

一定の立ち入り制限などを設ける必要がある。 

・サギ類やオオヨシキリなどの繁殖が考えられるため、特に、春～秋にかけて

の生物の繁殖期には生物の忌避行動につながるような行為（多くの人が集ま

る、大きな音が出るなど）は避けた方がよい。 

・昆虫等の生息域となる自然環境を広げるために、管理区域等の草地の刈り残

しを図る。 

・利用範囲の認知のために、占用範囲を看板、標識等により明示する。 

・環境啓発看板を設置し、利用者に周辺の貴重な環境を周知し、占用地及び周

辺での利用のあり方や環境保全への意識向上を図る。 

・環境啓発の一環として、利用施設周辺の清掃を行う。 

・利用者の河川の環境保全に関する意識向上を目的として、河川レンジャーと

連携した環境教育のあり方を検討する。 
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ランク：A 
 

番号 
51.大山崎町桂川

河川敷公園 
占用目的 公園 許可受者 大山崎町 場所 右岸 0.0k～0.4km 付近 

４．占用許可期間の更新についての意見                   （委員会作成） 
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ランク：A 
 

番号 
51.大山崎町桂川

河川敷公園 
占用目的 公園 許可受者 大山崎町 場所 右岸 0.0k～0.4km 付近 

５．委員会の審議内容に関わる現況写真                （写真撮影者：占用者） 

(平面図) 
 

 

(断面図：0.2k) 
  

 
 
 

① 占用施設入り口                    ②占用に関する看板 

                  

令和３年 10 月 11 日撮影                     令和３年 10 月 11 日撮影 

 

幅   約 110ｍ 

高低差 約６ｍ 

幅 約４０ｍ 

① 
② 

③ 
④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 
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ランク：A 
 

番号 
51.大山崎町桂川

河川敷公園 
占用目的 公園 許可受者 大山崎町 場所 右岸 0.0k～0.4km 付近 

              （写真撮影者：占用者） 

③駐車場状況（令和３年 10 月 11 日撮影） 

   
④ちびっこ広場（令和３年 10 月 11 日撮影）   

  

⑤グラウンド（令和３年 10 月 11 日撮影） 

  

⑥下流端付近（令和３年 10 月 11 日撮影） 

  

 
      占用区域 
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ランク：A 

 

番号 
51.大山崎町桂川

河川敷公園 
占用目的 公園 許可受者 大山崎町 場所 右岸 0.0k～0.4km 付近 

               （写真撮影者：占用者） 

⑦小泉川魚道（下流から）（令和３年 10 月 11 日撮影）                
  

   

⑧小泉川魚道（上流から）（令和３年 10 月 11 日撮影） 

  
 

小泉川 

占用区域 
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【チェックリスト】 
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河
川

公
園

、
町

営
桂

川
河

川
敷

公
園

（
運

動
公

園
）
で

代
用

し
て

い
る

○
：
あ

る
△

：
検

討
中

×
：
な

い

4

川
ら

し
い

自
然

環
境

に
影

響
が

少
な

い
施

設
に

転
換

す
る

計
画

は
あ

る
か

（
例

）
・
水

際
部

の
占

用
面

積
を

縮
小

・
グ

ラ
ウ

ン
ド

を
親

水
公

園
に

変
更

・
河

川
敷

内
で

場
所

移
動

　
　

　
　

等

現
在

、
計

画
は

あ
り

ま
せ

ん
が

、
今

後
の

少
子

高
齢

化
な

ど
に

よ
る

利
用

ニ
ー

ズ
の

変
化

に
よ

り
将

来
的

な
利

用
の

仕
方

に
つ

い
て

の
検

討
を

継
続

的
に

行
う

。

○
：
あ

る
△

：
検

討
中

×
：
な

い

5
検

討
体

制

占
用

施
設

の
代

替
地

の
検

討
や

自
然

環
境

に
影

響
が

少
な

い
施

設
へ

の
転

換
に

向
け

て
、

環
境

や
ま

ち
づ

く
り

の
関

係
部

局
と

連
携

し
て

い
る

か ※
連

携
部

局
が

あ
る

場
合

に
は

、
そ

の
名

称
も

合
わ

せ
て

記
す

現
在

の
と

こ
ろ

関
係

部
局

と
の

連
携

は
あ

り
ま

せ
ん

が
、

今
後

の
少

子
高

齢
化

な
ど

に
よ

る
公

園
の

あ
り

方
の

変
化

に
よ

り
将

来
的

な
利

用
の

仕
方

に
つ

い
て

の
検

討
を

継
続

的
に

行
う

。

○
：
連

携
し

て
い

る
△

：
検

討
中

×
：
連

携
し

て
い

な
い

6
占

用
目

的
占

用
目

的
は

「
川

ら
し

い
利

用
、

川
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

利
用

」
に

合
致

す
る

か

ヒ
メ

ホ
タ

ル
の

観
賞

会
を

恒
例

し
実

施
し

て
い

る
。

ま
た

、
河

川
敷

を
利

用
し

た
マ

ラ
ソ

ン
大

会
を

行
う

こ
と

で
、

自
然

に
親

し
む

こ
と

が
で

き
、

交
通

面
で

も
安

全
を

確
保

で
き

て
い

ま
す

。

○
：
合

致
す

る
△

：
一

部
合

致
す

る
×

：
合

致
し

な
い

7
特

定
の

利
用

者
・
団

体
に

限
定

せ
ず

、
公

平
な

利
用

が
で

き
る

か

大
山

崎
町

都
市

公
園

条
例

施
工

規
則

に
よ

り
、

野
球

場
・
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
等

は
使

用
許

可
申

請
に

よ
り

公
平

な
利

用
が

図
ら

れ
て

い
る

。

○
：
公

平
に

利
用

で
き

る
△

：
公

平
に

利
用

で
き

な
い

 場
合

が
あ

る
×

：
特

定
の

者
が

利
用

8
利

用
状

況
は

占
用

目
的

に
合

致
し

て
い

る
か

河
川

の
自

然
の

中
で

ス
ポ

ー
ツ

を
楽

し
め

る
場

と
な

っ
て

お
り

、
良

好
な

管
理

が
な

さ
れ

て
い

る
。

自
然

環
境

を
保

持
し

つ
つ

、
都

市
環

境
と

調
和

し
た

貴
重

な
ス

ペ
ー

ス
を

こ
れ

か
ら

も
有

効
に

活
用

し
て

い
き

た
い

。

広
場

等
を

有
し

来
園

者
は

ヒ
メ

ボ
タ

ル
鑑

賞
な

ど
自

然
（
川

辺
）
に

親
し

め
る

身
近

な
公

園
と

し
て

愛
さ

れ
て

お
り

占
用

目
的

に
合

致
し

て
い

る
。

○
：
合

致
し

て
い

る
△

：
合

致
し

て
い

な
い

場
合

が
あ

る
×

：
合

致
し

て
い

な
い

9
連

携
体

制
「
川

ら
し

い
利

用
、

川
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

利
用

」
に

関
す

る
取

組
に

つ
い

て
、

施
設

利
用

者
や

地
域

住
民

、
市

民
団

体
等

と
連

携
し

て
い

る
か

・
環

境
N

P
O

と
協

力
し

て
「
ヒ

メ
ボ

タ
ル

鑑
賞

会
」
な

ど
を

実
施

し
て

お
り

、
環

境
保

全
に

向
け

た
環

境
教

育
の

一
環

と
し

て
ヒ

メ
ボ

タ
ル

を
広

く
知

っ
て

も
ら

う
た

め
看

板
を

設
置

し
て

い
る

。

○
：
連

携
し

て
い

る
△

：
検

討
中

×
：
連

携
し

て
い

な
い

1
0

自
然

環
境

の
保

全
・
再

生

保
全

す
べ

き
動

植
物

な
ど

、
占

用
区

域
及

び
そ

の
付

近
の

自
然

環
境

で
配

慮
す

べ
き

事
項

を
把

握
し

て
い

る
か

（
例

）
貴

重
種

の
生

育
・
生

息
地

、
ヨ

シ
原

、
干

潟
、

野
鳥

の
営

巣
地

、
外

来
種

の
繁

殖
等

こ
の

地
域

に
お

い
て

は
、

ヒ
メ

ボ
タ

ル
の

生
息

地
と

し
て

把
握

し
て

お
り

、
環

境
保

全
に

向
け

た
環

境
教

育
の

一
環

と
し

て
ヒ

メ
ボ

タ
ル

を
広

く
知

っ
て

も
ら

う
た

め
看

板
を

設
置

し
て

い
る

。

○
：
把

握
し

て
い

る
△

：
調

査
中

×
：
連

携
し

て
い

な
い

1
1

占
用

区
域

及
び

そ
の

付
近

に
お

い
て

、
水

位
変

動
に

よ
り

冠
水

・
撹

乱
さ

れ
る

区
域

を
把

握
し

て
い

る
か

洪
水

等
で

桂
川

の
水

位
が

上
昇

し
た

場
合

、
下

流
に

あ
る

内
水

排
除

目
的

の
大

山
崎

排
水

ポ
ン

プ
場

で
水

位
数

値
に

よ
り

冠
水

区
域

を
把

握
し

て
い

る
。

○
：
把

握
し

て
い

る
△

：
調

査
中

×
：
連

携
し

て
い

な
い
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Ａ
ラ

ン
ク

案
件

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
様

式
（
2
/
2
）

記
入

者
：
大

山
崎

町
環

境
事

業
部

建
設

課
●

河
川

保
全

利
用

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
（
占

用
地

　
名

称
：
5
1
大

山
崎

町
桂

川
河

川
敷

公
園

）
N

o
確

認
の

視
点

確
認

事
項

過
年

度
意

見
過

年
度

意
見

に
つ

い
て

の
対

応
と

進
捗

占
用

者
に

よ
る

確
認

河
川

管
理

者
に

よ
る

確
認

河
川

保
全

利
用

委
員

会
の

意
見

評
価

欄
評

価
区

分
備

考

1
2

施
設

整
備

は
河

川
の

生
態

系
の

連
続

性
（
縦

断
方

向
及

び
横

断
方

向
）
の

確
保

な
ど

自
然

環
境

に
配

慮
し

て
い

る
か

（
例

）
水

際
部

に
緩

衝
緑

地
を

設
置

等

占
用

区
域

外
で

あ
る

が
、

川
辺

縦
断

方
向

に
緩

衝
緑

地
が

存
す

る
。

○
：
配

慮
し

て
い

る
△

：
検

討
中

×
：
配

慮
し

て
い

な
い

1
3

管
理

運
営

は
占

用
区

域
及

び
そ

の
付

近
の

自
然

環
境

の
保

全
・
再

生
に

配
慮

し
て

い
る

か
（
例

）
投

棄
さ

れ
た

ゴ
ミ

の
収

集
、

除
草

時
の

水
際

部
刈

り
残

し
、

野
鳥

の
営

巣
時

期
の

利
用

制
限

等

・
環

境
N

P
O

と
協

力
し

て
「
ヒ

メ
ボ

タ
ル

鑑
賞

会
」
な

ど
を

実
施

し
て

お
り

、
環

境
保

全
に

向
け

た
環

境
教

育
の

一
環

と
し

て
ヒ

メ
ボ

タ
ル

を
広

く
知

っ
て

も
ら

う
た

め
看

板
を

設
置

し
て

い
る

。

○
：
配

慮
し

て
い

る
△

：
検

討
中

×
：
配

慮
し

て
い

な
い

1
4

施
設

利
用

者
に

占
用

区
域

及
び

そ
の

付
近

の
自

然
環

境
に

関
す

る
情

報
発

信
、

注
意

喚
起

は
行

っ
て

い
る

か
（
例

）
情

報
板

設
置

に
よ

る
環

境
配

慮
へ

の
啓

発
等

運
動

公
園

と
、

小
泉

川
の

魚
道

か
ら

桂
川

合
流

部
付

近
ま

で
の

水
辺

を
連

続
し

て
利

用
す

る
こ

と
を

期
待

し
て

い
た

。

魚
道

か
ら

合
流

部
ま

で
は

、
距

離
が

長
く
広

範
囲

と
な

る
た

め
、

新
た

な
整

備
計

画
や

将
来

的
な

維
持

管
理

を
実

施
す

る
体

制
づ

く
り

を
ど

の
よ

う
に

す
る

か
な

ど
課

題
が

多
い

。

ヒ
メ

ボ
タ

ル
を

広
く
知

っ
て

も
ら

う
看

板
の

中
で

水
辺

環
境

の
保

全
の

啓
発

も
記

し
て

情
報

発
信

を
行

っ
て

い
る

○
：
行

っ
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
行

っ
て

い
な

い

1
5

占
用

区
域

及
び

そ
の

付
近

の
自

然
環

境
を

活
か

し
た

環
境

学
習

・
保

全
活

動
を

行
っ

て
い

る
か

環
境

N
P

O
と

協
力

し
て

「
ヒ

メ
ボ

タ
ル

鑑
賞

会
」
な

ど
を

実
施

し
て

い
る

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
今

後
、

さ
ら

に
活

動
を

広
げ

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
と

良
い

。

ヒ
メ

ボ
タ

ル
の

生
息

環
境

を
維

持
し

な
が

ら
、

引
き

続
き

N
P

O
と

鑑
賞

会
を

実
施

し
て

い
き

た
い

。

5
月

の
下

旬
に

環
境

団
体

が
ヒ

メ
ボ

タ
ル

の
鑑

賞
会

開
催

。
○

：
行

っ
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
行

っ
て

い
な

い

1
6

適
正

な
利

用
不

許
可

の
工

作
物

は
設

置
さ

れ
て

い
な

い
か

設
置

さ
れ

て
い

な
い

。
○

：
設

置
さ

れ
て

い
な

い
△

：
設

置
さ

れ
る

場
合

が
あ

る
×

：
設

置
さ

れ
て

い
る

1
7

占
用

区
域

外
を

使
用

し
て

い
な

い
か

（
例

）
・
ト

イ
レ

、
道

具
入

れ
等

の
工

作
物

設
置

・
グ

ラ
ウ

ン
ド

、
駐

車
場

等
の

造
成

・
利

用
等

使
用

さ
れ

て
い

な
い

。

○
：
使

用
し

て
い

な
い

△
：
使

用
し

て
い

る
場

合
が

あ
る

×
：
使

用
し

て
い

る

1
8

占
用

施
設

及
び

そ
の

利
用

者
が

自
然

観
察

や
水

面
利

用
（
カ

ヌ
ー

、
釣

り
等

）
な

ど
を

行
う

河
川

利
用

者
の

水
辺

へ
の

ア
ク

セ
ス

の
支

障
に

な
っ

て
い

な
い

か
支

障
は

な
い

○
：
支

障
は

な
い

△
：
支

障
に

な
る

場
合

が
あ

る
×

：
支

障
が

あ
る

1
9

地
域

住
民

の
迷

惑
に

な
る

利
用

が
な

さ
れ

て
い

な
い

か （
例

）
施

設
利

用
者

に
よ

る
ゴ

ミ
の

投
棄

、
車

両
通

行
や

路
上

駐
車

に
よ

る
交

通
問

題
、

騒
音

等

迷
惑

利
用

は
な

い
。

○
：
迷

惑
な

利
用

は
な

い
△

：
迷

惑
に

な
る

場
合

が
あ

る
×

：
迷

惑
な

利
用

が
あ

る

2
0

利
用

状
況

を
ふ

ま
え

た
管

理
運

営
・
利

用
の

ル
ー

ル
を

定
め

て
い

る
か

大
山

崎
町

都
市

公
園

条
例

施
行

規
則

に
則

り
、

運
用

を
行

っ
て

い
る

。

○
：
定

め
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
定

め
て

い
な

い

2
1

管
理

運
営

・
利

用
の

ル
ー

ル
に

自
然

環
境

の
保

全
・

再
生

に
関

す
る

事
項

は
定

め
て

い
る

か

駐
車

場
付

近
に

ヒ
メ

ボ
タ

ル
に

関
す

る
看

板
を

設
置

し
、

占
用

地
に

対
す

る
自

然
環

境
へ

の
関

心
を

高
め

て
い

る
。

○
：
定

め
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
定

め
て

い
な

い
、

又
は

ル
ー

ル
を

定
め

て
い

な
い

2
2

管
理

運
営

・
利

用
の

ル
ー

ル
は

施
設

利
用

者
及

び
管

理
運

営
者

に
周

知
し

て
い

る
か

犬
を

飼
わ

れ
て

い
る

方
へ

の
マ

ナ
ー

や
、

火
気

厳
禁

及
び

ゴ
ミ

の
持

ち
帰

り
等

を
定

め
、

周
知

を
行

っ
て

い
る

。

○
：
定

め
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
定

め
て

い
な

い
、

又
は

ル
ー

ル
を

定
め

て
い

な
い
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「No.51 ⼤⼭崎町桂川河川敷公園(⼤⼭崎町)」

■過年度審議結果のレビュー

97

平成19年 委員会 占用申請にない駐車場の利用については、駐車場としての利用実態を把握するとともに、
必要台数・整備及び維持管理のあり方等を河川管理者と協議し、申請すること。

川らしい自然環境を保全・再生するという基本姿勢に立ち、人と川とのつながりを重視し
た本施設の利用と管理にあたること。

隣接する小泉川の魚道での取り組み等を利用者に伝えるための方策を、河川管理者と
協議して具体化していただきたい。

ヒメボタルの鑑賞会や地元小学校のマラソン大会等、環境保全に向けた取り組みを引き
続きお願いしたい。

新たな占用期間は3年とする。
⇒ 駐車場の必要性・管理体制・出水体制案を作成し淀川河川事務所と調整中。
⇒ 小泉川の魚道での取り組みや広報活動について淀川河川事務所と調整中。

平成21年 委員会 水際利用のためのアクセスルートの明示やその維持管理のしくみについて、占用者を河
川管理者とで協議して検討いただきたい。

スポーツ使用と併せて環境学習を促進できるような工夫を検討いただきたい。
新たな占用許可期間は3年とする。
⇒ 占用区域外の水際利用について、河川管理者との協議を検討する。
⇒ ヒメボタルの看板に、水辺環境保全の啓発も記して情報発信を行っている。

【桂川】

「No.51 ⼤⼭崎町桂川河川敷公園(⼤⼭崎町)」

■過年度審議結果のレビュー
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平成24年 委員会

平成27年 委員会

ヒメボタルの有数の生息地であり、その保全について関係部局及び関係団体と連携を図
られたい。

グラウンドの利用者に小泉川をはじめとする周辺の環境を知り、楽しみ、学ぶことを喚起
する看板の設置について検討いただきたい。

子どもを水際から遠ざける看板しか設置されていないが、子どもが水辺に近づくことを前
提とした看板の掲示等について検討いただきたい。

占用地は自然と子どもたちをつなぐことができる場所であるので、その特性を活かした空
間づくりを検討されたい。

自然環境を保全するためのボランティア活動への町としての支援をお願いしたい。

⇒ 乙訓の自然を守る会が毎年ヒメホタル鑑賞会を行っており、町は広報に掲載するなど
PR 活動を行っている。会にヒメボタル生息地の看板をデザインしていただき、設置した。

⇒ 水辺利用の看板等について、河川管理者と協議していきたい。

河川管理者、関係部局との調整を図りながら、カワヂシャやヒメボタルなどが生育・生息
する良好な河川環境を積極的にアピールする取り組みを進めていただきたい。

小泉川の魚道の環境学習への活用も検討していただきたい。
市民団体やボランティアなどとの連携や交流を広めていただきたい。

【桂川】

平成30年 委員会 運動公園と、小泉川の魚道から桂川合流部付近までの水辺を連続して利用することを
期待していた。

環境NPOと協力して「ヒメボタル鑑賞会」などを実施していることは評価できる。今後、さら
に活動を広げていくことができると良い。

河川の自然の中でスポーツを楽しめる場となっており、良好な管理がなされている。
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